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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第７期 第８期 第９期 第10期 第11期

決算年月 2022年３月 2023年３月 2024年３月 2025年３月 2026年３月

売上高 (千円) 3,310,744 3,802,642 4,190,866 4,399,551 4,747,946

経常利益 (千円) 563,893 279,482 427,966 405,456 487,008

当期純利益又は
当期純損失(△)

(千円) 411,703 △518,524 535,717 △497,022 351,417

持分法を適用した場合
の投資損失(△)

(千円) △198,992 △514,502 △76,826 － －

資本金 (千円) 1,222,986 1,233,990 1,234,624 1,234,726 1,234,726

発行済株式総数 (株) 3,961,450 3,997,750 3,999,800 3,999,950 3,999,950

純資産額 (千円) 4,730,885 4,354,207 4,957,957 4,523,463 4,943,410

総資産額 (千円) 6,848,271 6,675,478 7,206,886 6,943,089 6,808,272

１株当たり純資産額 (円) 1,224.78 1,108.26 1,257.58 1,145.26 1,250.21

１株当たり配当額
(うち１株当たり
中間配当額)

(円)
－ － － － －
(－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益
金額又は当期純損失金
額（△）

(円) 107.71 △132.49 136.06 △125.76 88.94

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益金額

(円) 105.65 － 136.04 － －

自己資本比率 (％) 69.1 65.2 68.8 65.2 72.6

自己資本利益率 (％) 9.2 － 11.5 － 7.4

株価収益率 (倍) 49.0 － 56.9 － 24.8

配当性向 (％) － － － － －

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △208,832 793,847 737,781 778,477 818,133

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △223,635 △2,068,903 597,534 △200,963 △1,746,502

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 35,256 △21,650 △300 △53,935 △599,253

現金及び現金同等物の
期末残高

(千円) 4,419,240 3,235,034 4,570,049 5,093,629 3,566,006

従業員数
(外、平均臨時雇用
者数)

(人) 116 139 121 123 130
(22) (28) ( 23) ( 23) ( 25)

株主総利回り
(％)

32.8 26.5 48.1 18.3 6.2
(比較指標：東証グロー
ス市場250指数)

(127.4) (120.9) (120.4) (105.1) (58.1)

最高株価 (円) 38,950 6,060 11,370 7,660 4,995

最低株価 (円) 3,670 3,650 3,920 2,910 2,120
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(注) １．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．第９期の持分法を適用した場合の投資損失（△）については、株式会社ショーケースが当社の関連会社で

あった期間における持分法を適用した場合の投資損失の金額（△）を記載しております。

３．第10期、第11期の持分法を適用した場合の投資損失（△）については、関連会社を有していないため記載し

ておりません。

４．当社は、従業員向け株式給付信託制度を導入しております。１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損

失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、

本制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行が保有する当社株式を控除対象の自己株式に含めて

算定しております。

５．第８期、第10期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式はありますが、１株当た

り当期純損失金額であるため記載しておりません。また、第11期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

６．第８期、第10期の株価収益率については当期純損失のため記載しておりません。

７．第８期、第10期の自己資本利益率については、当期純損失であるため記載しておりません。

８．１株当たり配当額及び配当性向については、無配のため、記載しておりません。

９．従業員数は就業人員(社外から当社への出向者を含む。)であり、臨時雇用者数(パートタイマーを含む。)

は、年間の平均人員を(　)外数で記載しております。

10．第８期の当期純損失の主な要因は、関係会社株式評価損の計上によるものであり、第10期の当期純損失の主

な要因は、のれんの減損損失の計上によるものであります。

11．株主総利回りの比較指標については、東京証券取引所の市場区分見直しに伴い、「東証マザーズ指数」から

「東証グロース市場250指数」へ変更されております。

12．最高株価及び最低株価は、2022年４月３日以前は東京証券取引所マザーズにおけるものであり、2022年４月

４日以降は東京証券取引所グロース市場におけるものであります。
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２ 【沿革】

年月 概要

2015年８月 東京都渋谷区にAI inside 株式会社設立、AI手書き文字認識サービスを提供開始

2016年12月 NVIDIA Inception Program（注１）のパートナー企業として認定

2017年10月 業務拡張のため、本社を東京都渋谷区渋谷三丁目の渋谷第一生命ビルディングに移転

2017年11月 「DX Suite」、AI-OCR（注２）サービス「Intelligent OCR」を提供開始

2018年９月 帳票の仕分けAIサービス「Elastic Sorter」を提供開始

2019年１月 東日本電信電話株式会社と「DX Suite」OEM製品「AIよみと～る」を共同発表、提供開始

2019年３月
株式会社エヌ・ティ・ティ・データと、行政専用の閉域ネットワークであるLGWANを活用
した「DX Suite」を、地方公共団体向けに提供開始

2019年６月
非定型帳票AI-OCRサービス「Multi Form」を提供開始

エッジコンピューティング用ハードウェア「AI inside Cube」を提供開始

2019年12月
西日本電信電話株式会社と「DX Suite」OEM製品「おまかせＡＩ ＯＣＲ」を共同発表、提供開始

東京証券取引所マザーズ（現東証グロース）に株式を上場

2020年11月 エッジコンピューティング用ハードウェア「AI inside Cube mini」を提供開始

2020年12月 株式会社ショーケースを関係会社とする資本業務提携を実施

2021年４月
ノーコードAI開発ツール「Learning Center」を提供開始

「DX Suite」やAIアプリが使える「Workflows」を発表、α版の提供開始

2021年６月 監査役会設置会社から監査等委員会設置会社に移行

2021年９月 高性能エッジコンピューティング用ハードウェア「AI inside Cube Pro」を提供開始

2022年５月 株式会社aiforce solutionsの全株式を取得し子会社化、及び吸収合併

2023年６月 生成AI・LLMの研究開発と社会実装を行う「XResearch」を創設

2023年６月 「Learning Center」を統合したマルチモーダルなAI統合基盤「AnyData」を提供開始

2023年７月 日本語LLMサービス「PolySphere-1」の運用をAI統合基盤「AnyData」で実現

2023年９月 株式会社ショーケースとの資本業務提携を解消

2023年10月 AIエージェント「Heylix」を正式版として提供開始

2024年１月 「DX Suite」に生成AIを活用した「Extensions」機能を追加し大型アップデート

2024年８月 日本語のドキュメント処理に特化した大規模言語モデル「PolySphere-2」開発を提供開始

2024年10月 NEDOが公募した「ポスト 5G 情報通信システムの開発（GENIAC）」に採択（第二期）

2025年４月
エッジコンピューティング用ハードウェア「AI inside Cube」の製品ラインナップを5製品に刷新
し提供開始

2025年５月 「DX Suite」にAIエージェントを標準搭載し全ユーザへ提供開始

2025年６月 独自開発の大規模言語モデル（LLM）「PolySphere-2」を「PolySphere-3」へアップデート

2025年７月 NEDO が公募した「競争力ある生成AI基盤モデルの開発（GENIAC）」に採択（第三期）

2025年７月 AIで新たな収益源を生み出すプラットフォーム「Leapnet」のEA版を提供開始

2025年10月 独自開発の大規模言語モデル（LLM）「PolySphere-3」を「PolySphere-4」へアップデート

2026年５月 AI統合基盤「Leapnet」の正式提供を開始
 

（注）１．NVIDIA Inception Programは、AIとデータサイエンスで産業に革命を起こすスタートアップ企業の成長

をNVIDIA Corporationが様々な特典で支援する仮想インキュベータープログラムです。

２．OCR（Optical Character Recognition/Reader、光学的文字認識）とは、印刷された文字や手書き文字に

光を当てて読み取り、デジタルの文字コードに変換する技術やソフトウェアです。
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３ 【事業の内容】

当社は、「AIで、人類の進化と人々の幸福に貢献する」というパーパスのもと、「AI inside X」というビジョン

で、「X=様々な環境」に溶け込むAIが実装され、誰もが意識することなくAIの恩恵を受けられる豊かな社会を、私

たちは目指しています。そのために、AIテクノロジーの妥協なき追求により非常識を常識に変え続けていくよう事

業に取り組んでいきます。

 

＜外部環境について＞

現在、国内において生産年齢人口は1995年をピークに減少傾向にあり、2020年に7,509 万人程となりました。ま

た、2032年、2043年、2062年にはそれぞれ7,000 万人、6,000 万人、5,000万人を割り、2070年には4,535万人まで減

少することが予想されております(注１)。そのような背景の中、これまで人が行ってきた業務を機械化し、生産性を

維持・向上させること、また、業務を高付加価値なものにすることがこれまで以上に強く求められております。しか

しながら、これまで人が行ってきた業務は、機械やソフトウェアで代替することが困難な業務が多い故に、人が行っ

てきておりました。

昨今は、そういった複雑な業務を人のようにこなせる「AI」が注目されており、実証実験や一部の社会実装が始

まっているという情勢であります。当社は、AIは今後より急速に社会に普及していくと考えております。

また、その急速な普及のため、政府においてはデータサイエンス・AIを理解し、各専門分野で応用できる人材を年

間25万人育成する目標も公表されており(注２)、社会普及の実現には、AI開発と運用をよりスムーズに行えるようイ

ンフラも整える必要があると考えております。

 
(注１) 出所2020年までは総務省「国勢調査」(年齢不詳人口を除く)、2032年以降は国立社会保障・人口問題研究所

「日本の将来推計人口(令和５年推計)」（15～64歳人口および構成比の推移）

(注２) 出所内閣府AI戦略2022 令和４年４月22日「統合イノベーション戦略推進会議決定」

 
＜AI inside のストーリー＞

　当社はその創業にあたり、「企業の業務プロセスの内、人の手で行われているものを、AIでサポートするこ

と」を目指しました。そこで「企業が既に外部委託している業務プロセス」を調査し、まず初めに、データ入力業

務をAIでサポートすることを目的に、研究開発を始めました。人によるデータ入力に関する外部委託市場は今後も

大きく成長していくことが予想されております。

その結果、当社は人がルールを設計し、そのルールをプログラミングすることで開発する文字認識技術を一切排

除し、コンピュータが自動的に文字画像データを学習しルールを設計する、ディープラーニングによる手書き文字

認識AIを開発しました。このAIを、日々の業務で誰もが使えるようにするため、AI-OCRサービス「DX Suite」とし

て企業へ提供しております。これまで98億回を超える読取りを行い、企業の生産性向上に貢献してきました。

製品の提供方式として、現在主力製品となっているクラウドコンピューティング（AI inside Cloud）だけではな

く、クラウドにアクセスすることなくユーザの元でAI処理を行う、エッジコンピューティング用ハードウェア「AI

inside Cube」を自社で開発製造しました。これにより、地方公共団体などプライバシー保護がより一層重要視され

る業界への導入拡大も実現しています。

同時に、大規模化による低コスト構造の実現と、AIを動作させるためのハードウェアを自社開発・自社利用する

ことにより、ユーザへより低価格での提供が可能な構造となっております。当社は、この好循環サイクル（注３）

により契約数の拡大とユーザの継続利用、ビジネスの継続的強化を実現しています。

当社は、従来からの強みである画像・物体等の認識AIおよび予測AI技術に加え、これらの技術やサービスを統合

し、企業内外の多様なデータおよび業務プロセスを横断的に活用するための基盤として「Leapnet」を開発・提供し

ております。

「Leapnet」は、当社が提供してきた「AnyData」や「Heylix」等の技術・サービスを統合したLLMネイティブなAI

プラットフォームであり、企業が抱える業務知見やデータを活用し、AIエージェントを構築・運用することを可能

にします。これにより、企業活動における業務効率化を支援するとともに、自社の知見を活かした新たなサービス

提供等を通じて、付加価値の創出にも寄与するものと考えております。

これにより、企業活動全体の効率化を担う付加価値の高い複合AIソリューションをパートナーとともに提供する

ことで、AIソリューションの利用拡大、より効率的な事業のスケールに取り組み、「誰もが意識することなくAIの

恩恵を受けられる世界」を目指します。
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なお、当社は人工知能事業の単一セグメントであるため、以下ではサービス別の事業内容を記載しております。

また、当社が展開するサービスは、継続的に収益が計上されるリカーリング型モデルと取引毎に収益が発生するセ

リング型モデルにより構成されております。

 
(注３) ビジネスの根幹となる好循環サイクル
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<サービスの内容>

(1) 「DX Suite」

当社は、人がルールを設計し、そのルールをプログラミングすることで開発する文字認識技術を一切排除し、文字

画像データを学習し、コンピュータが自動的にルールを設計する、ディープラーニングによる手書き文字認識AIを開

発しました。このAIを、日々の業務で誰もが使えるようにするため、ユーザインターフェースを備えたAI-OCRサービ

ス「DX Suite」として開発し、ユーザへ提供しております。

 
「DX Suite」は、その内部に「Intelligent OCR」「Elastic Sorter」というアプリケーションを有しており、組み

合わせて契約、利用することができます。これらサービスは、システム開発、銀行、証券、保険、小売、エネル

ギー、物流、製薬、不動産、製造、印刷等、業態を問わず導入されており、ユーザ企業にて帳票をデータ化するリク

エスト数（読取り回数）を基に算出される月額従量費用や、オプション機能の月額固定費用といったリカーリング型

モデルの収益と、初期費用等のセリング型モデルの収益で売上を構成しております。なお、「DX Suite」の初期費用

についてはサービスの提供期間にわたり売上高を按分計上しております。

 
 「Intelligent OCR」：手書き文字認識技術をベースとする「定型帳票」及び「非定型帳票」を読取り、デジタル

データ化するサービスです。「定型帳票」とは、帳票レイアウトが統一されており、事前に読取り箇所を指定するこ

とができる帳票を指します。具体的には、各種申込書や受発注帳票、アンケートなどの帳票をデータ化できます。

「非定型帳票」とは、記載される項目は同じでも、記載される場所、レイアウトが無数にあり、書類の種類数が限定

的で無いため、「Elastic Sorter」では仕分けることのできない帳票を指します。具体的には請求書や領収書、住民

票やレシートなどといった帳票を事前の準備・設定不要で、データの構造化含め、デジタルデータ化できます。 料金

体系としまして、リカーリング型モデルの月額固定費用、読取りごとに発生する月額従量費用と、セリング型モデル

の初期費用により構成されております。

 
「Elastic Sorter」：「Intelligent OCR」のオプションとして、複数種類の帳票を順不同にまとめてスキャンして

ある場合に、同種類の帳票をAIが選び取り、仕分けるサービスです。具体的には、免許証や保険証、住民票など複数

種類ある本人確認書類や各種申込書類を種類ごとに仕分け、仕分け後に「Intelligent OCR」で読取りを行うなどの業

務に利用できます。

料金体系としまして、セリング型モデルの初期費用は無く、リカーリング型モデルの月額固定費用、読取りごとに

発生する月額従量費用により構成されております。

 
(1-1)「AI inside Cube」

当社の主力製品は「DX Suite」クラウド版ですが、官公庁・地方公共団体などではオンプレミス（注４）環境での

利用ニーズがあります。しかしながらオンプレミス環境の構築は、機器選定、購入、システムインテグレーションな

ど様々な工程に時間と人的リソースを必要とするため、ユーザ企業、当社双方にスケールしにくい分野です。

そこで当社は、クラウドにアクセスすることなくユーザの元でAI処理を行う、エッジコンピューティング用ハード

ウェア「AI inside Cube」を自社開発しました。ユーザは、「AI inside Cube」に「DX Suite」をインストールし、

利用できます。特別なインテグレーションは必要なく、誰でも使えるよう、電源とデータ送信用のLANケーブルを差し

込むだけで使える仕組みです。「AI inside Cube」は、月額定額のリカーリング型モデルで提供をしています。
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(1-2)「AI inside Computing Engine」

当社のAIは、クラウド環境、オンプレミス(注４)環境共にソフトウェアインフラ基盤「AI inside Computing

Engine」の上で稼働しております。「AI inside Computing Engine」を使わない従来方式では、ソフトウェアやAIを

動作させるためのサーバの構築は、各種設定を時間をかけて人が行う必要があります。そうして作り上げた環境を、

別のサーバにも適用させる場合、同じように人が行う必要があり、コストと時間がかかります。

「AI inside Computing Engine」を使うと、一度作り上げたサーバ環境をコンテナとしてコピーして立ち上げるこ

とができます。従来、人が行っていた作業を数十秒で自動実行できるため、コストと時間がほとんどかからず、例え

ば、大量のリクエストに対しても、自動でサーバを増減させることが可能になります。 コンテナの中に入れるソフト

ウェアやAIは、コンテナと依存関係に無く入れ替えることもできるので、一度作ったコンテナで多種類のソフトウェ

アやAIを最適に自動運用することができます。

 
(注４) オンプレミスとは、サーバーやソフトウェアなどの情報システムを企業などの使用者が管理する設備内に設

置することにより、自社運用をすることを指します。

 
(2) 「Leapnet」

「Leanpet」は、当社がこれまで提供してきた「AnyData」や「Heylix」等の技術・サービスを統合したLLMネイティ

ブなAIプラットフォームです。企業が保有する業務知見や各種データを活用し、AIエージェントの構築および運用を

行うことが可能となる仕組みを提供しています。

本プラットフォームでは、PDFや画像等の多様な形式のデータを取り込み、検索や生成処理を行うことができます。

また、自然言語による指示を用いてAIエージェントを構築できるほか、API連携を通じて既存システムへの組み込みに

も対応しています。

これらの機能により、構築したAIを外部に提供することを通じて、新たな収益機会の創出に寄与することが可能と

なっております。
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［事業系統図］

 

 

 
 用語解説

「事業の内容」における用語の定義を以下に記します。

 
用語 用語の定義

AI
コンピュータを用いて「認識、言語の理解、課題解決」などの知
能行動を実行する技術。

クラウドコンピューティング
オンプレミスに対して、クラウドコンピューティングではユーザ
がインターネットなどのネットワークを経由して、各種のコン
ピューティングリソースを利用する形態。

パートナー 当社の製品・サービスをユーザ企業に販売する代理店。

サーバ事業者
当社が契約するクラウドコンピューティングサービスを提供する
事業者。

 

 

４ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであります。

 
(1) 経営の基本方針

　当社は、「AIで、人類の進化と人々の幸福に貢献する」というパーパスのもと、「AI inside X」というビジョン

で、「X=様々な環境」に溶け込むAIが実装され、誰もが意識することなくAIの恩恵を受けられる豊かな社会を、私た

ちは目指しています。そのために、AIテクノロジーの妥協なき追求により非常識を常識に変え続けていくよう事業に

取り組んでいきます。

 
(2) 目標とする経営指標

　リカーリング型売上の成長を最重要指標と定めており、その要因として契約件数や契約の解約率(注１)、AIファン

クションのリクエスト数を指標としております。

 
(3) 経営環境及び対処すべき課題

　当社が事業を展開するAI市場は、業務効率化を目指す事業者を中心に導入が進み、今後も市場の成長は持続するも

のと予測しております。当社の対処すべき課題としては下記を認識しております。

 
　①　研究開発の強化

　短期的な技術開発の場では、失敗の許されない状況における開発が主となることが多いため、既存技術のブラッ

シュアップにしか手を出すことができず、抜本的な技術開発には着手しにくくなります。本質的な次世代技術を開

発するためには、その基盤を固める知識・経験が必須であり、将来的に確実に必要となる長期的課題にも積極的に

取り組んでいかなければ、世界のAIを牽引するような企業に発展することは望めません。そのため、当社は応用研

究だけではなく、基礎研究も行い続けます。

　②　製品開発の強化

　当社で提供しているAIは、ユーザが日々の業務で使うほど、更なる追加学習のためにフィードバックがなされ、

精度が向上するという特徴を備えております。

　　当社の好循環サイクルにおいて、より高精度、高価値なAIを提供し続けることが可能であります。

　③　顧客基盤の強化

　　1）パートナー連携推進によるリカーリング型売上の強化

　当社製品については、ユーザへの直接販売、パートナーを通じた販売を行い、既にパートナー販売における契

約数の割合が直接販売よりも高くなっておりますが、パートナーとより強固な関係を築くことで今後さらにその

比率を上げていく方針です。また、当社が持つ既存製品・サービスに加え、それらを組み合わせた複合AIソ

リューションの提供により、事業規模・業種を問わない幅広い顧客基盤を構築してまいります。

　加えて、セリング型の売上に含まれる初期費用などを低価格化し、導入拡大を図ることで、リカーリング型の

売上を拡大させていく方針です。

　　2）付加価値の高いAIソリューションによる顧客・社会課題の解決

　当社は、従来からの強みである画像・物体等の認識AIに加え、予測AI技術を提供してまいりました。当社が持

つこれらの技術を組み合わせることにより、顧客や社会が持つ潜在課題を解決し、企業活動全体の効率化を担う

付加価値の高い複合AIソリューションをパートナーとともに提供してまいります。これにより、AIソリューショ

ンの利用拡大及びより効率的な事業拡大を実現し、「誰もが意識することなくAIの恩恵を受けられる世界」を目

指します。
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④　情報管理体制の強化

当社は、顧客企業の業務データや公開前の製品企画情報など多くの機密情報や個人情報等を保有しており、その

重要性については十分に認識しております。その保護体制構築に向けて、社内規程の厳格な運用、定期的な社内教

育の実施、情報セキュリティマネジメントシステムの構築・維持向上に努めることで、今後も引き続き、情報管理

体制の強化を図ってまいります。

⑤　優秀な人材の確保

当社は、今後の事業拡大に伴い、当社の企業理念に共感し高い意欲を持った優秀な人材を継続的に採用していく

必要があると考えております。労働市場における知名度の向上を図り採用力の向上に努めるとともに、業務環境や

福利厚生の改善により採用した人材の離職率の低減も図ってまいります。

 
(注１) 解約率：解約案件にかかる月次のリカーリング型収益を、月次のリカーリング型収益総額で除することに

よって月次の売上解約率を算出し、その12カ月平均のチャーンレートを算出したものであります。
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２ 【サステナビリティに関する考え方及び取組】

　当社のサステナビリティに関する考え方及び取組は、次のとおりです。

　なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものです。

 

ガバナンス

当社のサステナビリティに関する対応方針や取組については、当社が特定した重要課題（５つのマテリアリ

ティ）に基づいて、当社重要会議体である経営会議またはリスク・コンプライアンス委員会で定期的に審議・報告

しております。

経営会議及びリスク・コンプライアンス委員会で審議・決定された事項及び進捗状況については定期的に取締役

会に報告され、企業経営等の知見・経験が豊かな社外取締役を含めた構成で監督しており、重要事項については、

取締役会で審議し、決定しています。

なお、経営会議及びリスク・コンプライアンス委員会において決定した対応方針・施策等は、経営会議及びリス

ク・コンプライアンス委員会の議長である代表取締役社長CEOを中心として、社内の各部門が主体となって推進して

おります。 

 

戦略

当社は、AIテクノロジーの社会実装をリードする企業として、当社の事業活動そのもの（ビジョン：“AI”

inside“X” - “X”=「様々な環境」に、“AI”が溶け込むように実装され、誰もが意識することなくAIの恩恵を

受けられる豊かな社会）を通じて社会課題の解決に貢献することが持続可能な社会の構築に寄与し、ひいては当社

の持続的な成長や企業価値の向上につながるものと考えており、AIエージェントの進化によるSaaS企業のビジネス

モデルが転換点を迎えていると言える事業環境や当社の経営状況、事業ステージといったさまざまな要素を考慮し

た上で、全てのステークホルダーとの協働や連携を通じてサステナブルな社会の実現に向けた活動を推進すること

としています。 

このような考えの下、当社のサステナビリティ経営を加速させていくため、当社事業と親和性の高い重要課題

（５つのマテリアリティ）を特定しており、今後は以下マテリアリティを中心とした経営戦略及び取組施策を推進

してまいります。

 
　〈５つのマテリアリティ〉

　・デジタルトランスフォーメーションを支援する

　・パートナーシップで目標を達成する

　・働く環境のダイバーシティ（多様性）を推進する

　・環境配慮

　・利益を社会に還元する

 
(人的資本に関する戦略)

　詳細は「第４ 提出会社の状況　５ 従業員の状況等」に記載しております。
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リスク管理

当社のサステナビリティ対応におけるリスクについては、経営や事業に重大な影響を及ぼす可能性があるリスク

と同義、かつ、密接な関係にあると捉えております。 

そのため、当社におけるリスク管理は、全社的リスクマネジメント（EnterpriseRiskManagement）を導入し、リ

スク・コンプライアンス委員会を中心として全社リスクに対して網羅的にPDCAサイクルを推進する態勢を構築して

います。 

リスク・コンプライアンス委員会は、代表取締役社長CEOを委員長として、委員に業務執行取締役、監査等委員、

執行役員、内部監査部門の責任者及び事務局で構成されています。リスクマネジメントの工程及び体制図は以下の

通りです。 

-工程-

-体制図-
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指標及び目標

当社のサステナビリティ上の重要課題である人的資本に関する取組において、以下の指標を重要指標としていま

す。それぞれの評価指標および目標を下記の通り定め、適宜、進捗をモニタリングしています。

2026年3月31日時点

分類 指標 実績 目標

多様性 女性管理職比率 29.7% 30.0%以上

多様性 男性育児休業取得率 83.3% 100%

多様性 男女間賃金差異 75.0% 75.0%以上を維持

多様性 年齢構成比率 20代: 8.5%

30代: 46.9%

40代: 27.7%

50代: 16.9%

60代: 0%

適正なバランスの年齢構成

とする

継続性 離職率 16.67% 15.0%未満

継続性 エンゲージメント 6.92点/10点

(簡易調査による)

7.5点/10点

継続性 年次有給休暇取得率 79.4% 85.0%以上

継続性 全社平均残業時間 18.0時間/月 15.0時間/月未満
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３ 【事業等のリスク】

当社は、事業展開上のリスクになる可能性があると考えられる主な要因として、以下の記載事項を認識しておりま

す。また、リスク要因に該当しない事項についても、投資者の投資判断上重要であると考えられる事項については、

投資者に対する積極的な情報開示の観点から開示しております。当社は、これらのリスク発生の可能性を認識したう

えで、発生の回避及び発生した場合の対応に努める方針でありますが、当社株式に関する投資判断は、以下の記載事

項及び本項以外の記載事項を慎重に検討した上で行われる必要があると考えております。

なお、文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであり、将来において発生の可能

性のあるすべてのリスクを網羅したものではありません。

 
(1) 景気動向及び業界動向の変化について

企業を取り巻く環境や労働人口減少に伴う企業経営の効率化などの動きにより当社が事業を展開する市場は今後

も拡大すると予想されるものの、企業の景気による影響や各種新技術の発展による影響を受ける可能性がありま

す。当社においては当社が事業を展開する市場が経済情勢や技術革新などにより事業環境が変化した場合には当社

の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(2) 競合について

当社の事業は、同様のビジネスモデルを有している企業は数社あるものの、製品の特性、その導入実績、保有特

許、ノウハウによる技術等、様々な点から他社と比較して優位性を確保できていると認識しておりますが、将来の

成長が期待される市場であり、国内外の事業者がこの分野に参入してくる可能性があります。このため先行して事

業を推進していくことで、さらに実績を積み上げて市場内での地位を早期に確立してまいります。

しかしながら、今後において十分な差別化等が図られなかった場合や、新規参入により競争が激化した場合に

は、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(3) 技術革新について

当社の事業に関連するAI技術は、世界的に研究開発が進んでおり、技術革新のスピードが極めて速い分野であり

ます。当社はこうした技術革新に対応できる研究開発活動を推進することで、AIを活用した事業により事業基盤の

拡大を図ってまいります。しかしながら、技術革新への対応が遅れる可能性もあり、その場合には当社の競争力が

低下することで、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(4) システムトラブルについて

当社の事業は、PCやコンピュータシステム並びにこれらを結ぶ通信ネットワークに依存しており、これらにトラ

ブルが発生した場合には、業務遂行に障害が生じます。このため当社では、システムトラブルを回避するために、

サーバー負荷の分散、サーバーリソース監視、定期バックアップの実施等の手段を講じることでトラブルの防止及

び回避に努めております。また、万一の場合に備え、サイバー保険を付保しております。

しかしながら、アクセスの急激な増加等による負荷の拡大や自然災害や事故などにより予期せぬトラブルが発生

し、システムトラブルが発生した場合には、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。また、当社が

利用しているクラウドサーバーの稼働にトラブルが生じた場合、当社が提供するサービスの安定稼働に支障が生

じ、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。
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(5) 情報セキュリティ及び個人情報等の漏えいについて

当社では、業務上、個人情報その他機密情報を顧客より受領する場合があります。当社におきましては、2016年

３月に情報セキュリティマネジメントシステム(JIS Q 27001:2014、ISO/IEC27001:2013)の規格に適合する証明を、

また2018年７月にプライバシーマークを取得しており、情報管理の重要性を周知徹底するべく役職員に対し研修等

を行い、情報管理の強化を図っております。また、情報セキュリティについては外部からの不正アクセス、コン

ピュータウィルスの侵入防止について、社内のITグループを中心にシステム的な対策を講じております。なお、万

一の場合に備え、サイバー保険を付保しております。

しかしながら、当社が取り扱う機密情報及び個人情報について、漏えい、改ざんまたは、不正使用等が生じる可

能性が完全に排除されているとはいえず、何らかの要因からこれらの問題が発生した場合には、顧客からの損害賠

償請求等によりサイバー保険で填補できない損害が生じ、または、信用が失墜する等により、当社の事業及び業績

に影響を及ぼす可能性があります。

 
(6) 知的財産権について

当社は、事業運営の際に第三者の知的財産権侵害などが起こらないような管理体制を構築しておりますが、第三

者の知的財産権に抵触しているか否かを完全に調査することは極めて困難であります。このため、知的財産権侵害

とされた場合には、損害賠償または当該知的財産権の使用に対する対価の支払い等が発生する可能性があり、その

際には当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 
(7) 個人情報を含むデータを学習に用いるリスクについて

当社は、製品及びその他のサービスを提供するにあたり、顧客から取得した個人情報を含むデータを用いて、人

工知能の学習を行うことがあります。当社は、個人情報保護法を含む法令を遵守し、また、当該学習に用いること

につき顧客の承諾を取得しておりますが、個人情報の本人など消費者から理解が得られず、当社又は顧客が批判に

さらされる可能性があり、そのような場合には、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 
(8) 法的規制等について

当社は、当社の事業を制限する直接的かつ特有の法的規制は本書提出日時点において存在しないと考えておりま

す。しかしながら、今後、当社の事業を直接的に制限する法的規制がなされた場合、また、従来の法的規制の運用

に変更がなされた場合には、当社の事業展開は制約を受ける可能性があります。当社としては引き続き法令を遵守

した事業運営を行っていくべく、今後も法令遵守体制の強化や社内教育などを行っていく方針ですが、今後当社の

事業が新たな法的規制の対象となった場合には、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(9) 訴訟、係争について

当社では、本書提出日現在において業績に影響を及ぼす訴訟や紛争は生じておりません。しかしながら、今後何

らかの事情によって当社に関連する訴訟、紛争が行われる可能性は否定できず、かかる事態となった場合、その経

過または結果によっては、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 
(10) 当社設立からの経過年数について

当社は2015年８月に設立され、本書提出日時点では12期目となります。優秀な人材を積極的に採用し、社内管理

体制の構築、製品・サービスの開発、販売の強化を行ってきました。今後も事業拡大に向けた社内体制の強化、新

規サービスの研究及び製品・サービスの拡販に向けた取り組みを強化してまいりますが、何らかの理由によりこれ

らの取り組みが想定通りに実施されなかった場合には当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 
(11) 小規模組織であることについて

当社は2026年３月31日現在、従業員130名と小規模な組織であり、業務執行体制もこれに応じたものとなっており

ます。当社は今後の事業拡大に応じて従業員の育成、人員の採用を行うとともに業務執行体制の充実を図っていく

方針でありますが、これらの施策が適時適切に進行しなかった場合には当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性

があります。
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(12) 人材の確保と育成について

当社が今後更なる成長を成し遂げていくためには、優秀な人材の確保と育成を重要課題の一つであると位置づけ

ております。当社は現在も優秀な人材の採用を進めておりますが、これらの要員を十分に採用できない場合や、採

用後の育成が十分に進まなかった場合、あるいは在職中の従業員が退職するなどした場合には、当社の事業拡大の

制約となり、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 
(13) 内部管理体制について

当社は、今後の事業運営及び業容拡大に対応するため、内部管理体制について一層の充実を図る必要があると認

識しており、今後、事業規模の拡大に合わせて内部管理体制も充実・強化させていく方針であります。しかしなが

ら、事業規模に応じた内部管理体制の整備に遅れが生じた場合は、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があ

ります。

 
(14) 特定人物への依存について

当社の代表取締役社長CEOである渡久地択は、当社の創業者であり、設立以来当社の経営方針や事業戦略の立案や

その遂行において重要な役割を担っております。当社は特定の人物に依存しない体制を構築するべく、幹部社員へ

の情報共有や権限の委譲によって同氏に過度に依存しない組織体制の整備を進めておりますが、何らかの理由によ

り同氏の当社における業務遂行が困難になった場合、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 
(15) 特定の当社サービスへの依存について

当社は「AIテクノロジーの妥協なき追求により非常識を常識に変え続けること」をミッションに掲げ、当社の製

品及びサービスを展開しておりますが、主力サービスである「DX Suite」に関する売上高が大半を占めておりま

す。そのため、市場環境等の変化により「DX Suite」に関連する売上高が著しく減少した場合、当社の業績に影響

を及ぼす可能性があります。

 
(16) 販売代理店への依存リスクについて

当社は顧客基盤を拡大するために代理店を通じた販売を重視しており、代理店販売における契約数の割合を高め

ていくべく、協業体制を引き続き推進していく方針です。そのため今後は当社の売上高に占める代理店販売の比率

は高まることが想定されます。

当社は次年度以降も代理店販売契約の継続を見込んでおりますが、今後何らかの理由により契約の更新がなされ

ない場合や、取引条件の変更、もしくは代理店経由の販売が落ち込んだ場合等には、当社の業績に影響を及ぼす可

能性があります。

また販売代理店の一形態であるOEM販売については、営業活動及び顧客サポートの実施はOEM先により実施されま

す。当社が有する販売及び顧客サポートのノウハウは適宜OEM先と共有することで、顧客獲得とその維持につながる

ように努めてまいりますが、OEM先の販売施策により顧客獲得の急激な増減が生じ、当社の事業及び業績に影響を及

ぼす可能性があります。

 
(17) 当社の経営指標について

当社は重要経営指標として、リカーリング型売上を掲げております。リカーリング型売上は継続的に計上される

ことが期待される収益であり、当社が独自にその定義を設定し、算出した数値を開示しております。

当社は引き続きリカーリング型売上を重要指標として開示していく方針ですが、リカーリング型売上は当社と顧

客間の契約件数、解約率等の関連指標の推移により影響を受けます。これらの関連指標も当社が独自に定義・算定

しており、事業環境の変化による販売戦略の変更、販売代理店固有の販売施策等により影響されるものであり、結

果として当社が開示するリカーリング型売上に影響を及ぼす可能性があります。

 

EDINET提出書類

ＡＩ　ｉｎｓｉｄｅ株式会社(E35345)

有価証券報告書

17/91



 

(18) ソフトウェアの開発について

当社ではサービス提供に使用する自社利用のソフトウェア開発に関し、ソフトウェア開発プロジェクトに関する

期間や費用の見積り及び将来収益計画について妥当性の確認を行っております。しかしながら、顧客のニーズによ

る開発途中の要件変更や品質改善要求、開発遅延等により当初計画どおりの開発及びサービス提供がなされなかっ

た場合には、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(19) 配当政策について

当社は、株主に対する利益還元を経営課題と認識しており、内部留保の充実状況及び企業を取り巻く事業環境を

勘案し、利益還元政策を決定していく所存であります。

今後の配当政策は、収益力の強化や事業基盤の整備を実施しつつ、内部留保の充実状況及び企業を取り巻く事業

環境を勘案したうえで、株主に対して安定的かつ継続的な利益還元を実施することを基本方針としております。ま

た、内部留保資金につきましては、事業の効率化と事業拡大のための投資等に充当し、事業基盤の確立・強化を

図っていく予定であります。

将来的には、内部留保の充実状況及び企業を取り巻く事業環境を勘案し、利益還元を行うことを検討してまいり

ますが、現時点において配当実施の可能性及びその実施時期等については未定であります。

 

(20) М＆Ａによる影響について

当社は、事業拡大を加速する有効な手段のひとつとして、当社に関連する事業のМ＆Ａ戦略を検討していく方針

です。М＆Ａ実施に関しては、対象企業の財務・法務・事業等について事前にデューデリジェンスを行い、十分に

リスクを吟味した上で決定いたしますが、買収後に偶発債務の発生や未認識債務の判明等、事前の調査で把握でき

なかった問題が生じた場合、また事業の展開等が計画通りに進まない場合、当社の経営成績及び財政に影響を与え

る可能性があります。

さらに、М＆Ａ取引の結果として、無形固定資産ののれんを計上する可能性があります。事業環境の変化等の事

由によりのれんの経済価値が低下し、減損処理に至った場合、当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性

があります。

 
(21) 当社の経営成績について

当社では創業以来、販売活動に先んじて新製品の開発に投資を継続してきました。今後も顧客の業務効率化を実

現するサービスの開発を続けてまいりますが、当社が展開する事業領域は持続的に成長しており、売上高の増加に

伴い損益も改善しております。

しかしながら、更なる開発を要するような状況の変化、売上拡大のための先行投資や、当社が期待するほどの売

上成長とならない場合、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。

 
(22) ソフトウェアの資産計上に伴う費用化による影響について

当社では、ソフトウェアの開発に係る費用を「研究開発費等に係る会計基準」に従って研究開発費の一部につい

て、適切に資産計上及び減価償却を行っており、ソフトウェアの合計は、2026年３月末時点で103,940千円となって

おります。今後、研究開発の結果として資産計上されるソフトウェアが増加した場合には、それに伴う減価償却費

も増加することとなり、当社の将来の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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(23) 減損の可能性について

当社は事業用の設備やレンタル資産等を固定資産として計上しておりますが、これら資産が期待どおりのキャッ

シュ・フローを生み出さない状況になる等、その収益性の低下により投資額の回収が見込めなくなることにより減

損処理が必要となる場合には、当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(24) 自然災害に関するリスクについて

大規模な地震等の自然災害や事故など、当社による予測が不可能かつ突発的な事由によって、事業所等が壊滅的

な損害を被る可能性があります。このような自然災害に備え、安全性の高い高機能なビルへのオフィス入居、従業

員安否確認手段の整備、オフィスでの備蓄食料・生活物資の確保、無停電電源装置の確保等に努めておりますが、

想定を超える自然災害が発生する場合は、当社の事業活動が制限され、業績に影響を及ぼす可能性があります。当

社が直接被災しない場合であっても、外部パートナー等の被災により、間接的に損害を被る場合もあります。

また、災害等の発生によって、電力等の使用制限による社会インフラ能力の低下、個人消費意欲の低下といった

副次的な影響により、顧客企業の事業活動の抑制につながる可能性があり、そのような場合は、当社の事業及び業

績に影響を及ぼす可能性があります。
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４ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであります。

 
(1) 経営成績等の状況の概要

①　財政状態の状況

(資産)

当事業年度末における流動資産は、前事業年度末に比べて310,709千円減少し、5,667,915千円となりました。この

主な要因は、現金及び預金が327,622千円減少したこと等によるものです。また、固定資産は、前事業年度末に比べて

175,893千円増加し、1,140,356千円となりました。この主な要因は、本社移転及び自社利用サーバーの取得等により

有形固定資産が増加した一方で、長期前払費用が109,494千円、差入保証金が43,906千円減少したこと等によるもので

す。この結果、総資産は、前事業年度末に比べ134,816千円減少し、6,808,272千円となりました。

 
(負債)

当事業年度末における流動負債は、前事業年度末に比べて492,044千円減少し、1,864,861千円となりました。この

主な要因は、短期借入金が600,000千円、未払法人税等が138,574千円減少した一方で、未払金が91,554千円、株式給

付引当金が77,578千円、未払費用が67,741千円増加したこと等によるものであります。固定負債は、株式給付引当金

が43,577千円減少したこと等により前事業年度末に比べ62,719千円減少し、残高はありません。この結果、総負債

は、前事業年度末に比べて554,764千円減少し、1,864,861千円となりました。

 
(純資産)

当事業年度末における純資産合計は、前事業年度末に比べて419,947千円増加し、4,943,410千円となりました。こ

れは、主に自己株式の処分差額から生じた資本剰余金が43,524千円、当期純利益351,417千円を計上したこと等による

ものです。

なお、当事業年度末における自己資本比率は72.6%となり、前事業年度末に比べ、7.4ポイント増加しております。

 
②　経営成績の状況

近年我が国において、少子高齢化や人口減により生産年齢人口が減少する一方、人によるデータ入力に関する外部

委託市場は今後も大きく成長していくことが予想されております。企業は、労働者の在宅ワーク導入などの働き方改

革をこれまで以上に意識した事業運営が求められていることから、社会的なデジタルトランスフォーメーション

（DX）推進は加速していくものとみられます。

このような市場環境において、当社は、AIエージェントを実装し更なるアップデートを続けているAI-OCRソリュー

ション「DX Suite」、及び企業のデータ活用を支えるマルチモーダルAI統合基盤「AnyData」を、主力製品／サービス

として展開しております。

その結果、売上高及び各段階利益については以下の実績となりました。
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（売上高）

当事業年度の売上高は4,747,946千円(前年同期比107.9%)となりました。当事業年度における当社及び販売パート

ナーがそれぞれの顧客へ提供している「DX Suite」利用ライセンスは、3,203件（前年同期：3,057件）と増加してお

り、営業活動による新規契約の獲得により売上高の積上げを進めてまいりました。また、チャーンレート（解約率）

も引き続き低水準で推移しております。

加えて、マルチモーダルAI統合基盤「AnyData」、教育プログラム「AI Growth Program」の収益が計上されており

ます。

売上高のうち、リカーリング型モデル（注1）及びセリング型モデル（注2）の内訳は以下のとおりとなりました。

 

収益モデル

第10期事業年度
(自　2024年４月１日
 至　2025年３月31日)

第11期事業年度
(自　2025年４月１日
 至　2026年３月31日)

売上高(千円) 前年同期比(％) 売上高(千円) 前年同期比(％)

リカーリング型モデル 4,188,788 108.9 4,487,817 107.1

セリング型モデル 210,763 61.0 260,129 123.4

合計 4,399,551 105.0 4,747,946 107.9
 

（注）1. リカーリング型：顧客が当社のサービスを利用する限り継続的に計上される収益形態を表します。

 2. セリング型：特定の取引毎に計上される収益形態を表します。

 
（売上原価、売上総利益）

当事業年度の売上原価は、849,517千円(前年同期比103.3％)となりました。これは、主にサービス提供に関わる

サーバー代が増加した一方で、労務費が減少したことによるものです。この結果、売上総利益は3,898,428千円(前年

同期比109.0％)となりました。

 
（販売費及び一般管理費、営業利益）

当事業年度の販売費及び一般管理費は、3,587,452千円(前年同期比112.4％)となりました。これは、主にのれんの

償却額が328,953千円減少した一方で、人件費、研究開発費、新オフィスの賃借料、広告宣伝費、業務に利用するWEB

サービスの利用料等が増加したことによるものです。この結果、営業利益は310,976千円(前年同期比80.8％)となりま

した。

 
（営業外収益、営業外費用、経常利益）

当事業年度において、営業外収益が194,303千円発生しました。これは、主に補助金収入185,418千円、受取利息

7,812千円が発生したこと等によるものです。また、営業外費用は18,270千円発生しました。これは、主に短期借入金

に係る支払利息17,072千円が発生したこと等によるものです。この結果、経常利益は487,008千円(前年同期比

120.1％)となりました。

 
（特別損益、当期純利益）

当事業年度において、特別損失が11,879千円発生しました。これは、本社移転に伴う一時的な費用を計上したこと

によるものです。また、法人税、住民税及び事業税を139,553千円、法人税等調整額△15,841千円を計上した結果、当

期純利益は351,417千円となりました。

 
なお、セグメントについては、当社は人工知能事業の単一セグメントであるため、記載しておりません。
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③　キャッシュ・フローの状況

当事業年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べ1,527,622千円減少し、

3,566,006千円となりました。当事業年度における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の増加は、818,133千円（前事業年度は778,477千円の資金増）となりました。主な内訳は、税

引前当期純利益475,129千円、非資金項目である減価償却費218,927千円の影響等により資金が増加したことによるも

のであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は、1,746,502千円（前事業年度は200,963千円の資金減）となりました。主な内訳は、

定期預金の預入による支出2,100,000千円、本社移転に伴う内装設備工事及び自社利用サーバー購入等に係る有形固定

資産の取得による支出413,196千円、無形固定資産の取得による支出163,414千円等であります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は、599,253千円（前事業年度は53,935千円の資金減）となりました。主な内訳は、短期

借入金の返済による支出600,000千円であります。

 
④　生産、受注及び販売の実績

ａ．生産実績

当社で行う事業は、提供するサービスの性格上、生産に該当する事項がないため、生産実績に関する記載を省

略しております。

 

ｂ．受注実績

当社で行う事業は、受注から役務提供の開始までの期間が短く、受注状況には重要性がないため記載を省略し

ております。

 
ｃ．販売実績

当事業年度における販売実績は次のとおりであります。なお、当社は人工知能事業の単一セグメントであるた

め、収益計上のモデル別に記載しております。

 
収益モデル 売上高(千円) 前年同期比(％)

リカーリング型モデル 4,487,817 107.1

セリング型モデル 260,129 123.4

合計 4,747,946 107.9
 

 
(注) １．当事業年度の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであ

ります。

相手先

第10期事業年度
(自　2024年４月１日
至　2025年３月31日)

第11期事業年度
(自　2025年４月１日
至　2026年３月31日)

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

株式会社ＮＴＴデータ 489,116 11.1 564,603 11.9
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(2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において判断したものであります。

 

①　重要な会計方針及び見積り

当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されております。

その作成には、経営者による会計方針の選択・適用、資産・負債及び収益・費用の報告金額並びに開示に影響を

与える見積りを必要としております。経営者は、これらの見積りを行うにあたり、過去の実績等を勘案し合理的

に判断しておりますが、実際の結果は、見積りによる不確実性のため、これらの見積りと異なる結果をもたらす

場合があります。当社の財務諸表で採用する重要な会計方針は、「第５ 経理の状況　１　財務諸表等 (1) 財務

諸表　注記事項　重要な会計方針」に記載しております。

 
②　財政状態の分析

財政状態に関する分析は、「(1) 経営成績等の状況の概要　①　財政状態の状況」に記載のとおりです。

 

③　経営成績の分析

経営成績に関する分析は、「(1) 経営成績等の状況の概要　②　経営成績の状況」に記載のとおりです。

 

④　キャッシュ・フローの状況の分析

キャッシュ・フローの状況の分析については、「(1) 経営成績等の状況の概要　③　キャッシュ・フローの状

況」に記載のとおりです。

 
⑤　経営成績に重要な影響を与える要因について

経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「３　事業等のリスク」をご参照下さい。

 
⑥　資本の財源及び資金の流動性について

当社の資本の財源及び資金の流動性につきましては、事業運営上必要な流動性と資金の源泉を安定的に確保す

ることを基本方針としております。運転資金需要のうち主なものは、当社サービスを拡大していくための開発人

員及び営業人員の人件費、また研究開発に係る費用であります。これらの資金については自己資金にて充当する

方針です。

 
⑦　経営者の問題意識と今後の方針について

経営者の問題意識と今後の方針については、「１　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」をご参照下さ

い。
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５ 【重要な契約等】

該当事項はありません。

 
６ 【研究開発活動】

当社は、生成AI・予測AI・画像認識AIなどの技術を応用したAIエージェント、エッジAIハードウェア及びマルチ

モーダルAI基盤の研究開発に取り組み、当事業年度の研究開発費は444,242千円となりました。

加えて、経済産業省が推進する生成AI開発支援プログラム「GENIAC」の支援を受け、生成AIの社会実装に向けた研

究開発に取り組みました。当事業年度においては、会話を通じて業務を支援・実行するAIの実現を目指し、画像理

解、音声対話、自然な対話応答及び業務実行を組み合わせた小型マルチモーダルAIの技術検証を進めました。

これらの研究開発により、AIが単なる情報処理ツールにとどまらず、人と協働しながら業務プロセス全体を支援す

るための技術基盤の構築を図ると共に、当社のAIエージェント基盤や各種サービスへの展開を見据え、実運用環境に

適応可能なAI基盤の研究開発を進めてまいりました。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度において実施した設備投資等の総額は、364,328千円となっております。その主なものは、本社移転に伴

う内装設備工事及び自社利用サーバーの取得等によるものであります。また、本社移転に伴い、設備等を除却してお

ります。

なお、当社は人工知能事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

２ 【主要な設備の状況】

当社における主要な設備は、次のとおりであります。

2026年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の内容

帳簿価額
従業員数
(人)建物

(千円)

工具、器具
及び備品
(千円)

レンタル資産
(千円)

ソフトウェア
(千円)

合計
(千円)

本社
(東京都港区)

本社事務所 236,519 128,831 97,909 103,940 567,199 130(25)

 

(注) １．上記帳簿価額には、建設仮勘定41,496千円及びソフトウェア仮勘定150,336千円は含んでおりません。

２．本社の建物は賃借物件であり、年間賃借料は95,720千円であります。

３．従業員数は就業人員(社外から当社への出向者を含む。)であり、臨時雇用者数(パートタイマーを含む。)は

年間の平均人員を(　)外数で記載しております。

４．当社は人工知能事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしておりません。

 
３ 【設備の新設、除却等の計画】

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000
 

 
 
② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(2026年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2026年６月25日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,999,950 3,999,950
東京証券取引所
グロース市場

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。
なお、単元株式数は100株と
なります。

計 3,999,950 3,999,950 ― ―
 

(注)　提出日現在の発行数には、2026年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

② 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

③ 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年４月1日～
 　2022年３月31日
(注)１

48,450 3,961,450 17,726 1,222,986 17,726 1,072,986

2022年４月1日～
 　2023年３月31日
(注)１

36,300 3,997,750 11,004 1,233,990 11,004 1,083,990

2023年４月1日～
2024年３月31日
 (注)１

2,050 3,999,800 634 1,234,624 634 1,084,624

2024年４月1日～
2025年３月31日
 (注)１

150 3,999,950 102 1,234,726 102 1,084,726

 

(注) １．新株予約権の行使によるものであります。

 
(5) 【所有者別状況】

2026年３月31日現在

区分

株式の状況（１単元の株式数100株）

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

株主数(人) ― 2 24 56 29 74 3,443 3,628 ―

所有株式数
(単元)

― 365 2,172 3,175 300 337 33,511 39,860 13,950

所有株式数
の割合(％)

― 0.91 5.44 7.96 0.75 0.84 84.07 100 ―
 

(注)１. 自己株式17,287株は、「個人その他」に172単元を含めて記載しております。

(注)２. 「単元未満株式の状況」は、自己株式87株を含めて記載しております。
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(6) 【大株主の状況】

2026年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

渡久地　択 神奈川県鎌倉市 1,882,368 47.26

上田八木短資株式会社 大阪府大阪市中央区高麗橋２丁目４番２号 180,000 4.51

中沖　勝明 東京都渋谷区 112,500 2.82

大日本印刷株式会社 東京都新宿区市谷加賀町一丁目１番１号 100,000 2.51

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番21号 71,300 1.79

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 55,000 1.38

福田　久也 東京都中央区 50,000 1.25

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 40,389 1.01

倉員 伸夫 東京都杉並区 35,000 0.87

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号 30,400 0.76

計 ― 2,556,957 64.19
 

（注）１．株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有する30,400株には、当社が設定した従業員向け株式給付信託

にかかる当社株式28,600株が含まれております。なお、当該従業員向け株式給付信託に係る当社株式は自己

株式に含まれておりません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2026年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 ―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。な
お、単元株式数は100株でありま
す。17,200

完全議決権株式(その他)
普通株式

39,688 同上
3,968,800

単元未満株式
普通株式

― ―
13,950

発行済株式総数 3,999,950 ― ―

総株主の議決権 ― 39,688 ―
 

（注） 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式87株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2026年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

AI inside 株式会社
東京都港区麻布台１丁目３
番１号

17,200 ― 17,200 0.43

計 ― 17,200 ― 17,200 0.43
 

 

(8) 【役員・従業員株式所有制度の内容】

（譲渡制限付株式報酬制度）

当社は、2020年６月26日開催の第５期定時株主総会の決議に基づき、取締役（監査等委員である取締役を除く。）

及び従業員を対象に、譲渡制限付株式報酬制度を導入しております。

制度の詳細につきましては、「４　コーポレート・ガバナンスの状況等（４）役員の報酬等」に記載しておりま

す。

 
（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、2022年５月25日開催の取締役会の取締役会決議に基づき、従業員に対して自社の株式を給付する従業員向

け株式給付信託制度を導入しております。

制度の詳細につきましては、「第５ 経理の状況　１　財務諸表等 (1) 財務諸表　注記事項　追加情報」に記載し

ております。
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２ 【自己株式の取得等の状況】
 

 
【株式の種類等】

 

 
会社法第155条第７号及び第13号による普通株式の取得

 
 

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 
(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

会社法第155条第7号の規定に基づく取得

区分 株式数(株) 価額の総額(千円)

当事業年度における取得自己株式 19 54

当期間における取得自己株式 ― ―
 

(注) １．当期間における取得自己株式には、2026年６月１日から有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取り

による株式数は含めておりません。

２．取得自己株式数には、「従業員向け株式給付信託」制度の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信

託口）が取得した株式数は含めておりません。

 
会社法第155条第13号の規定に基づく取得

区分 株式数(株) 価額の総額(千円)

当事業年度における取得自己株式 8,861 ―

当期間における取得自己株式 ― ―
 

(注) １．上記は譲渡制限付株式交付制度適用対象者の譲渡制限期間内の退職等に伴う無償取得によるものです。

２．当期間における取得自己株式には、2026年６月１日から有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取り

による株式数は含めておりません。

 
(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

 

区分
当事業年度 当期間

株式数(株)
処分価額の総額
(千円)

株式数(株)
処分価額の総額
(千円)

引き受ける者の募集を行った取得
自己株式

― ― ― ―

消却の処分を行った取得自己株式 ― ― ― ―

合併、株式交換、株式交付、会社
分割に係る移転を行った取得自己
株式

― ― ― ―

その他（譲渡制限付株式報酬によ
る自己株式の処分）

12,900 3,882 ― ―

その他（株式給付信託導入に伴う
信託への処分）

― ― ― ―

保有自己株式数 17,287 ― 17,287 ―
 

(注) １．保有自己株式数には「従業員向け株式給付信託」制度の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託

口）が所有する当社株式28,600株は含まれておりません。

２．当期間における保有自己株式数には、2026年６月１日から有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取

りによる株式数は含めておりません。
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３ 【配当政策】

当社は、財務体質の強化と事業拡大のための内部留保の充実等を図ることが重要であると考えており、設立以来配

当を実施しておりませんが、株主に対する利益還元も経営の重要課題であると認識しております。

今後の配当政策の基本方針としましては、収益力の強化や事業基盤の整備を実施しつつ、内部留保の充実状況及び

企業を取り巻く事業環境を勘案したうえで、株主に対して安定的かつ継続的な利益還元を実施する方針であります。

また、内部留保資金につきましては、事業の効率化と事業拡大のための投資等に充当し、事業基盤の確立・強化を

図っていく予定であります。

将来的には、内部留保の充実状況及び企業を取り巻く事業環境を勘案し、利益還元を行うことを検討してまいりま

すが、現時点において配当実施の可能性及びその実施時期等については未定であります。

当事業年度の配当につきましては、財務体質の強化と事業拡大のための内部留保の充実等を図るため、配当を実施

しておりません。

なお、剰余金の配当を行う場合、年１回の期末配当を基本方針としており、配当の決定機関については株主総会と

なっております。また、当社は会社法第459条第１項各号に定める事項について、法令による別段の定めがある場合を

除き、取締役会の決議によって行うことができる旨を定款に定めております。
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４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

①　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、「AIテクノロジーの妥協なき追求により非常識を常識に変え続ける」をミッションに掲げ、高度なAI

技術やインフラ技術、ソフトウェアの研究開発に取り組むことで社会問題の解決に貢献し、新たな技術の開発や

サービスの拡大を推進するため、経営環境の変化に迅速かつ的確に対応するとともに、コーポレート・ガバナン

スの強化による経営の健全性と透明性を確保し、コンプライアンスを重視した経営に努めております。

 

②　企業統治の体制

ａ．企業統治の体制の概要

当社は、機関設計として監査等委員会設置会社を採用しており、取締役の職務執行の監査等を担う監査等委

員である取締役（その全員が社外取締役）が取締役会の議決権を有することにより取締役会の監督機能を強化

しております。当社のコーポレート・ガバナンスに係る主要な機関・機能は次のとおりであります。

(a) 取締役会

当社の取締役会は、提出日（2026年６月25日）現在、代表取締役社長CEO渡久地択を議長とし、岩松秀

樹、烏野裕明、佐藤孝幸、加川亘、蔵元左近の６名で構成され、うち、佐藤孝幸、加川亘、蔵元左近の３

名は社外取締役であります。取締役会は、法令・定款に定められた事項のほか、経営上の重要な事項に関

する意思決定機関及び取締役の職務執行の監督機関として機能しております。取締役会は、原則として月

１回の定時取締役会や四半期に１回の決算承認を主目的とする取締役会のほか、必要に応じて臨時取締役

会を開催し、迅速な経営上の意思決定を行える体制としております。

（開催状況及び出席状況）

　取締役会の開催状況及び出席状況は以下のとおりです。

氏名 区分 開催状況及び出席状況

渡久地　択 社内 100.0％（17/17回）

岩松　秀樹 社内 100.0％（17/17回）

烏野　裕明 社内 100.0％（17/17回）

佐藤　孝幸 社外 100.0％（17/17回）

加川　亘 社外 100.0％（17/17回）

蔵元　左近 社外 94.1％（16/17回）
 

（具体的な議論内容）

　当事業年度の取締役会で議論した主なテーマは以下のとおりです。

　　経営戦略・成長戦略に関する事項

　　財務・決算に関する事項

　　コーポレート・ガバナンス及びリスク管理に関する事項

　※当社は、2026年６月26日開催予定の定時株主総会の議案（決議事項）として、「取締役（監査等委員で

ある取締役を除く。）３名選任の件」を提案しており、当該議案が承認可決されると、当社の取締役は

６名（うち、社外取締役３名）となります。これらが承認可決された場合の取締役会の構成員及び執行

役員については、後記「（2）役員の状況①b.」のとおりです。

 
(b) 監査等委員会

当社の監査等委員会は、佐藤孝幸、加川亘、蔵元左近の３名で構成されており、うち、全員が社外取締

役であります。佐藤孝幸を議長とし、原則毎月１回定時監査等委員会を開催するほか、必要に応じて臨時

監査等委員会を開催いたします。各監査等委員は、それぞれの専門的な立場において豊富な経験と高い見

識を有しており、内部統制システムを活用した監査・監督を実施し、重要な社内会議に出席し、取締役の

職務執行について適宜意見を述べます。また、各監査等委員は、必要な情報の取集や調査を内部監査室に

指示し、内部監査室が取集した情報や調査の結果を監査等委員会に提示することにより、監査の実効性を

確保しております。

(c) 会計監査人

当社は、有限責任監査法人トーマツと監査契約を締結し、適時適切な監査が実施されております。
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(d) リスク・コンプライアンス委員会

当社は健全な企業活動を行うにあたり、コンプライアンス、セキュリティ及びシステムトラブル等の

様々なリスクに対処し、適正な業務遂行を図ることを目的としてリスク・コンプライアンス委員会を設置

しております。リスク・コンプライアンス委員会は、代表取締役社長CEO渡久地択を委員長とし、 業務執

行取締役、執行役員、監査等委員のうち監査等委員会が指定した者、内部監査室の責任者及び事務局によ

り構成されており、必要に応じて、社外取締役や所定の部門長等が参加しております。なお、定例のリス

ク・コンプライアンス委員会は３か月に１回程度を目安として開催しております。

(e) 経営会議

当社は、取締役会で決定した経営方針に基づき、業務執行を行うにあたり、会社経営にかかわる重要事

項について、審議及び承認等を行うことを目的として、経営会議を設置し、運用しております。月に１～

２回程度開催し、代表取締役社長CEO渡久地択を議長とし、業務執行取締役及び社長の指定する管理職従業

員等が参加しております。

 
b．当該体制を採用する理由

当社においては、当社事業に精通した取締役を中心とする取締役会が経営の基本方針や重要な業務の執行を

自ら決定すること、また、取締役の職務執行の監査等を担う監査等委員である取締役（その全員が社外取締

役）が取締役会の議決権を有することにより取締役会の監督機能を強化し、更なる監視体制の強化を通じてよ

り一層のコーポレート・ガバナンスの充実を図ることが、経営の効率性と健全性を確保するのに有効であると

判断し、監査等委員会設置会社を採用しております。

 
c．当社のコーポレート・ガバナンス体制の状況
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③ 企業統治に関するその他の事項

ａ．内部統制システムの整備状況

当社は業務の適正性を確保するための体制を構築するため、以下の「内部統制システムに関する基本方針」

を制定し、当該基本方針に基づいた運営を行っております。

「内部統制システムに関する基本方針」の概要は以下のとおりです。

１．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

(a) 取締役及び使用人は、社会倫理、法令、定款及び各種社内規程等に則った職務執行を行う。

(b) 取締役会は、「取締役会規程」「職務権限規程」等の職務の執行に関する社内規程を整備し、使用人は

定められた社内規程に従い業務を執行する。

(c) コンプライアンスの状況は、各部門責任者が参加する経営会議やリスク・コンプライアンス委員会を通

じて適宜議論を行う。各部門責任者は、部門固有のコンプライアンス上の課題を認識、法令順守体制の

推進に努める。

(d) 代表取締役直轄の内部監査室を設置し、各部門の業務執行状況等について定期的に監査を実施し、その

評価を代表取締役及び監査等委員会に報告する。また、法令違反その他法令上疑義のある行為等につい

ては、内部通報制度を構築し、窓口を定め、適切に運用・対応する。

 
２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

(a) 取締役の職務の執行に係る情報を含む重要文書、重要な会議体の議事録や稟議書等については、文書又

は電磁的媒体に記録し、法令及び「文書管理規程」、「稟議規程」等に基づき、適切に保存及び管理す

る。

(b) 取締役は、必要に応じてこれらの文書等を閲覧できるものとする。

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

(a) 健全な企業活動を行うにあたりコンプライアンス、セキュリティ及びシステムトラブル等の様々なリス

クに対処するため、「コンプライアンス規程」「リスク管理規程」を整備し、運用するものとする。

(b) リスク情報等については会議体等を通じて各部門責任者より取締役に対し報告を行う。個別のリスクに

対しては、それぞれの担当部署にて、研修の実施、マニュアルの作成・配布等を行うものとする。

(c) 不測の事態が発生した場合には、代表取締役指揮下の対策本部を設置し、必要に応じて法律事務所等の

外部専門機関とともに迅速かつ的確な対応を行い、損害の拡大を防止する体制を整える。

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

(a) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するため、取締役会の運営に関する規程を定めると

ともに、取締役会を原則として月１回開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催する。

(b) 迅速で効率性の高い企業経営を実現するために、執行役員制度を導入する。

(c) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するために、組織規程、職務権限規程、職務権限表

を制定する。

５．監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項、その取締役及び使用人の取締役（当

該取締役及び監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項並びに監査等委員会の職務

を補助すべき取締役及び使用人に対する監査等委員会の指示の実効性の確保に関する事項

(a) 監査等委員会は、内部監査室に所属する使用人に監査業務に必要な事項を指示することができる。指示

を受けた使用人はその指示に関して、取締役（監査等委員である取締役を除く。）や他の使用人の指揮

命令を受けないものとする。内部監査室に所属する主要な使用人の人事異動、人事評価及び懲戒に関す

る事項の決定については、監査等委員会と事前協議のうえ、実施する。

(b) 取締役及び使用人は、監査等委員会より監査業務に必要な指示を受けた内部監査室に所属する使用人に

対し、監査等委員会からの指示の実効性が確保されるように適切に対応するものとする。

６．取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等委員会に報告をするための体制その他

の監査等委員会への報告に関する体制並びに監査等委員会への報告をした者が当該報告をしたことを理

由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

(a) 監査等委員は、重要な意思決定のプロセスや業務の執行状況を把握するため、重要な会議に出席し、必

要に応じ稟議書等の重要な文書を閲覧し、取締役及び使用人に説明を求めることができるものとする。

(b) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、監査等委員会に対して、法定の事項に加

え、業務又は業績に重大な影響を与える事項、内部監査の実施状況、内部通報制度による通報状況及び
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その内容を報告する体制を整備し、監査等委員会の情報収集・交換が適切に行えるよう協力する。

(c) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等委員会に報告を行った場合には、当該

報告を行ったことを理由として不利益な取り扱いを行わない。

７．監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ずる費用の前

払または償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する

事項その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

(a) 監査等委員から会社法第399条の2第4項に基づく請求があったときは、当該請求にかかる費用または債務

が当該監査等委員の職務に必要でないと認められた場合を除き、速やかにこれを支払う。

(b) 監査等委員会は、内部監査室と連携を図り情報交換を行い、必要に応じて内部監査に立ち会うことがで

きる。

(c) 監査等委員会は定期的に会計監査人と意見交換を行う。

(d) 監査等委員会は、必要に応じて弁護士及び公認会計士その他の専門家の助言を受け、必要な連携を図る

こととする。

８．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

(a) 反社会的勢力とは一切の関係を持たないこと、不当要求については拒絶することを基本方針とし、これ

を各種社内規程等に明文化する。

(b) 役員及び使用人が基本方針を遵守するよう教育体制を構築するとともに、反社会的勢力による被害を防

止するための対応方法等を周知する。

(c) 市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対しては、弁護士や警察等とも連携して、毅然と

した姿勢で組織的に対応する。

(d) 取引先との契約書に反社会的勢力排除条項を盛り込み、取引先がこれらと関わる個人、企業、団体等で

あることが判明した場合には取引を解消する。

 

ｂ．リスク管理体制の整備状況

当社では、リスクマネジメント基本方針を定めて、以下の組織体制により、当社において想定されるリスク

に的確に対応できるよう努めております。

(a) リスク・コンプライアンス委員会

リスク管理に関する重要事項については、リスク・コンプライアンス委員会において審議決定を行って

おります。なお、リスク・コンプライアンス委員会は、代表取締役社長CEOを委員長とし、業務執行取締

役、監査等委員のうち監査等委員会が指定した者、執行役員、内部監査室の責任者及び事務局により構

成されており、必要に応じて、社外取締役や所定の部門長等が参加しております。なお、定例のリス

ク・コンプライアンス委員会は３か月に１回程度を目安として開催しております。

(b) リスク管理最高責任者

代表取締役社長CEOをリスク管理最高責任者として、リスク管理全般を推進・統括するとともに全部門に

対してリスク管理の強化、推進に必要な改善を指示しております。

 

ｃ．取締役の責任免除

当社は、取締役が職務を遂行するにあたり、その能力を十分発揮して、期待される役割を果たし得る環境を

整備することを目的として、会社法第426条第１項に基づき、取締役会の決議をもって、任務を怠ったことによ

る取締役（取締役であった者を含む。）及び第６期定時株主総会終結前の行為に関する会社法第423条第１項所

定の監査役(監査役であった者を含む。)の損害賠償責任を法令の定める限度において、免除することができる

旨を定款に定めております。
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ｄ．責任限定契約の内容の概要

当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、社外取締役との間において、会社法第423条第１項の損害賠

償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令が規定する額とし

ております。

 

ｅ．取締役の定数

当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の員数は10名以内とし、監査等委員である取締役の員数

は５名以内とする旨を定款で定めております。

 
ｆ．取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する

株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び選任決議は累積投票によらない旨を定款に定めており

ます。

 

ｇ．株主総会の特別決議の要件

株主総会の円滑な運営を行うことを目的として、会社法第309条第２項に定める特別決議について、議決権を

行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上に当た

る多数をもって行う旨を定款に定めております。

 

ｈ．支配株主との取引を行う際における少数株主保護についての方策

支配株主との取引が生じる場合には、一般の取引条件と同様の適切な条件とすることを基本条件とし、取引

内容及び条件の妥当性について、当社取締役会において審議の上、その取引金額の多寡に関わらず、取締役会

決議をもって決定し、少数株主の保護に努めております。

 
ｉ．自己株式の取得

当社は、機動的な資本政策の遂行を確保するため、会社法第165条第２項の規定により、取締役会の決議に

よって自己の株式を取得することができる旨を定款に定めております。

 
ｊ．剰余金の配当等の決定機関

当社は、機動的な資本政策及び配当政策を図るため、会社法第459条第１項各号に定める事項については、法

令による別段の定めがある場合を除き、取締役会の決議によって行うことができる旨を定款に定めておりま

す。

 
ｋ．役員等賠償責任保険契約に関する事項

 当社は、当社における全ての取締役、執行役員及び管理職従業員を被保険者とした、会社法第430条の３第

１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。

当該契約は、取締役が行った行為（不作為を含みます。）に起因して、取締役に対して損害賠償請求がなさ

れたことにより、取締役が被る損害や、損害賠償請求対応費用又は公的調査等対応費用等の各種費用を負担し

たことにより、取締役が被る損害等を補填の対象としております。ただし、被保険者の職務の執行の適正性が

損なわれないようにするための措置として、被保険者による犯罪行為等に起因する損害については、補填の対

象外としています。
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(2) 【役員の状況】

①　役員一覧

ａ．2026年６月25日（本書提出日）現在の当社の役員の状況は、以下のとおりです。

男性6名　女性0名　(役員のうち女性の比率―％)　

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 所有株式数(株)

代表取締役社長

CEO
渡久地　択 1984年４月29日生

2010年１月 socialwave株式会社設立　代表取締役

2011年５月 IQUE株式会社設立　代表取締役CTO

2012年10月 SPACEBOY株式会社設立　代表取締役

2013年12月 think apartment株式会社設立　代表取締役

2014年３月 一般社団法人データサイエンス総合研究所設

立　代表理事

2014年３月 Asia Post pvt.ltd CEO

2015年８月 LUZ-D株式会社設立　代表取締役

Pulse Evolution Japan株式会社　代表取締

役CEO

Toguchi Estate株式会社設立　代表取締役

（現 Toguchi Estate合同会社　代表社員）

（現任）

当社設立 代表取締役社長CEO（現任）

2021年３月 株式会社ショーケース 社外取締役

(注)２ 1,882,368

取締役COO 岩松　秀樹 1975年7月10日生

1998年４月 BMW Group JAPAN TOHO Motors株式会社　入

社

2000年８月 BMW TOKYO株式会社　入社

2003年４月 AUDI TOKYO（現AudiVolkswagenRetail Japan

株式会社）入社

2004年４月 THE RESEARCH INSTITUTE OF MARKETING

株式会社マーケティング研究協会　入社

2008年８月 プルデンシャルファイナンシャル ジブラル

タ生命保険株式会社　入社

2012年10月 株式会社セレブレイン　入社

2014年９月 SOMPOホールディングス 損保ジャパン日本興

亜ひまわり生命保険株式会社　入社

2018年９月 日本オラクル株式会社　入社

CX西日本本部　部長

2021年３月 株式会社プリマジェスト　入社

DX事業統括　部長株

2023年４月 当社入社

2024年７月 当社CEO補佐

2025年４月 当社執行役員COO

2025年６月 当社取締役COO（現任）

(注)２ 2,400

取締役CFO 烏野　裕明 1975年１月５日生

1997年４月 三菱自動車工業株式会社　入社

2004年４月 日産自動車株式会社　入社

2004年９月 東京海上日動リスクコンサルティング株式

会社（現東京海上ディーアール株式会社）

入社

2005年９月 株式会社キャドセンター　入社

2008年７月 同社　経営企画部長

2009年１月 日本電気株式会社　入社

2015年７月 シーバイエス株式会社　入社

2019年２月 同社　執行役員経営管理本部本部長

2022年５月 エステー株式会社　入社

2023年４月 同社　経営統括本部本部長

2024年４月 当社入社

2024年７月 当社執行役員CFO

2025年６月 当社取締役CFO（現任）

(注)２ 3,500
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 所有株式数(株)

取締役

（監査等委員）
佐藤　孝幸 1969年10月10日生

1992年４月 スイス・ユニオン銀行(現UBS銀行)東京支店

入行

1996年４月 デロイト・トウシュ・トーマツ会計事務所

(米国)入所

2000年10月 弁護士登録(東京弁護士会所属)

2002年４月 佐藤経営法律事務所開設 代表（現任）

2004年７月 エース損害保険株式会社(現Chubb損害保険

株式会社) 社外監査役

2006年10月 ステート・ストリート信託銀行株式会社 社

外監査役

2007年６月 株式会社ミクシィ　社外監査役

2018年６月 株式会社メイコー　社外監査役

2019年６月 当社社外監査役

2021年６月 ウェルネス・コミュニケーションズ株式会

社　社外監査役（現任）

 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

2023年４月 株式会社アンドパッド 社外監査役（現任）

(注)３ ―

取締役

（監査等委員）
加川　亘 1953年10月４日生

1978年４月 日本電信電話公社（現　NTT株式会社）入社

2011年６月 株式会社NTTドコモ　取締役執行役員

2013年６月 同社　取締役常務執行役員

2014年６月 東日本電信電話株式会社（現　NTT東日本株

式会社）常勤監査役

2019年６月 株式会社ウェルクス　社外取締役

2019年６月 LeapMind株式会社　社外監査役

2020年４月 フラワーペイメント株式会社 社外取締役

2021年６月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

2024年10月 Cellid株式会社　社外取締役（現任）

(注)３ ―

取締役

（監査等委員）
蔵元　左近 1975年10月22日生

2004年10月 弁護士　登録（東京弁護士会所属）

小沢・秋山法律事務所　入所

2008年９月 スキャデン・アープス法律事務所　入所

2010年５月 米国ニューヨーク州弁護士　登録

2012年６月 西村あさひ法律事務所　入所

2014年10月 瓜生・糸賀法律事務所　入所

2016年１月 オリック東京法律事務所・外国法共同事業　

入所

2017年８月 キングラン株式会社　社外監査役

2019年10月 LOCON株式会社　社外取締役

2020年10月 ビズメイツ株式会社　社外監査役

2023年５月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

2023年12月 蔵元国際法律事務所開設　代表（現任）

(注)３ ―

計 1,888,268
 

(注) １．取締役　佐藤孝幸、加川亘及び蔵元左近は、社外取締役（監査等委員）であります。

２．任期は、2025年６月27日開催の第10期定時株主総会終結の時から１年以内に終了する最終の事業年度に関す

る定時株主総会の終結の時までであります。

３．任期は、2025年６月27日開催の第10期定時株主総会終結の時から２年以内に終了する最終の事業年度に関す

る定時株主総会の終結の時までであります。

４．当社は、意思決定・監督と執行の分離による取締役会の活性化のため、執行役員制度を導入しております。

執行役員は以下のとおりであります。

 
職名 氏名

執行役員事業部長 大木　淳一

執行役員事業部長 髙橋　学

執行役員CIO 前田　浩二

執行役員CTO 井上　拓真
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b．2026年６月26日開催予定の定時株主総会の議案（決議事項）として、「取締役（監査等委員である取締役を除

く。）３名選任の件」を提案しており、当該議案が承認可決されますと、当社の役員の状況は以下のとおりとな

る予定であります。なお、当該定時株主総会の直後に開催が予定される取締役会の決議事項の内容（役職名等）

も含めて記載しております。

 
男性6名　女性0名　(役員のうち女性の比率―％)　

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 所有株式数(株)

代表取締役社長

CEO
渡久地　択 1984年４月29日生

2010年１月 socialwave株式会社設立　代表取締役

2011年５月 IQUE株式会社設立　代表取締役CTO

2012年10月 SPACEBOY株式会社設立　代表取締役

2013年12月 think apartment株式会社設立　代表取締役

2014年３月 一般社団法人データサイエンス総合研究所設

立　代表理事

2014年３月 Asia Post pvt.ltd CEO

2015年８月 LUZ-D株式会社設立　代表取締役

Pulse Evolution Japan株式会社　代表取締

役CEO

Toguchi Estate株式会社設立　代表取締役

（現 Toguchi Estate合同会社　代表社員）

（現任）

当社設立 代表取締役社長CEO（現任）

2021年３月 株式会社ショーケース 社外取締役

(注)２ 1,882,368

取締役COO 岩松　秀樹 1975年7月10日生

1998年４月 BMW Group JAPAN TOHO Motors株式会社　入

社

2000年８月 BMW TOKYO株式会社　入社

2003年４月 AUDI TOKYO（現AudiVolkswagenRetail Japan

株式会社）入社

2004年４月 THE RESEARCH INSTITUTE OF MARKETING

株式会社マーケティング研究協会　入社

2008年８月 プルデンシャルファイナンシャル ジブラル

タ生命保険株式会社　入社

2012年10月 株式会社セレブレイン　入社

2014年９月 SOMPOホールディングス 損保ジャパン日本興

亜ひまわり生命保険株式会社　入社

2018年９月 日本オラクル株式会社　入社

CX西日本本部　部長

2021年３月 株式会社プリマジェスト　入社

DX事業統括　部長株

2023年４月 当社入社

2024年７月 当社CEO補佐

2025年４月 当社執行役員COO

2025年６月 当社取締役COO（現任）

(注)２ 2,400

取締役CFO 烏野　裕明 1975年１月５日生

1997年４月 三菱自動車工業株式会社　入社

2004年４月 日産自動車株式会社　入社

2004年９月 東京海上日動リスクコンサルティング株式

会社（現東京海上ディーアール株式会社）

入社

2005年９月 株式会社キャドセンター　入社

2008年７月 同社　経営企画部長

2009年１月 日本電気株式会社　入社

2015年７月 シーバイエス株式会社　入社

2019年２月 同社　執行役員経営管理本部本部長

2022年５月 エステー株式会社　入社

2023年４月 同社　経営統括本部本部長

2024年４月 当社入社

2024年７月 当社執行役員CFO

2025年６月 当社取締役CFO（現任）

(注)２ 3,500
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 所有株式数(株)

取締役

（監査等委員）
佐藤　孝幸 1969年10月10日生

1992年４月 スイス・ユニオン銀行(現UBS銀行)東京支店

入行

1996年４月 デロイト・トウシュ・トーマツ会計事務所

(米国)入所

2000年10月 弁護士登録(東京弁護士会所属)

2002年４月 佐藤経営法律事務所開設 代表（現任）

2004年７月 エース損害保険株式会社(現Chubb損害保険

株式会社) 社外監査役

2006年10月 ステート・ストリート信託銀行株式会社 社

外監査役

2007年６月 株式会社ミクシィ　社外監査役

2018年６月 株式会社メイコー　社外監査役

2019年６月 当社社外監査役

2021年６月 ウェルネス・コミュニケーションズ株式会

社　社外監査役（現任）

 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

2023年４月 株式会社アンドパッド 社外監査役（現任）

(注)３ ―

取締役

（監査等委員）
加川　亘 1953年10月４日生

1978年４月 日本電信電話公社（現　NTT株式会社）入社

2011年６月 株式会社NTTドコモ　取締役執行役員

2013年６月 同社　取締役常務執行役員

2014年６月 東日本電信電話株式会社（現　NTT東日本株

式会社）常勤監査役

2019年６月 株式会社ウェルクス　社外取締役

2019年６月 LeapMind株式会社　社外監査役

2020年４月 フラワーペイメント株式会社 社外取締役

2021年６月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

2024年10月 Cellid株式会社　社外取締役（現任）

(注)３ ―

取締役

（監査等委員）
蔵元　左近 1975年10月22日生

2004年10月 弁護士　登録（東京弁護士会所属）

小沢・秋山法律事務所　入所

2008年９月 スキャデン・アープス法律事務所　入所

2010年５月 米国ニューヨーク州弁護士　登録

2012年６月 西村あさひ法律事務所　入所

2014年10月 瓜生・糸賀法律事務所　入所

2016年１月 オリック東京法律事務所・外国法共同事業　

入所

2017年８月 キングラン株式会社　社外監査役

2019年10月 LOCON株式会社　社外取締役

2020年10月 ビズメイツ株式会社　社外監査役

2023年５月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

2023年12月 蔵元国際法律事務所開設　代表（現任）

(注)３ ―

計 1,888,268
 

(注) １．取締役　佐藤孝幸、加川亘及び蔵元左近は、社外取締役（監査等委員）であります。

２．任期は、2026年６月26日開催予定の第11期定時株主総会終結の時から１年以内に終了する最終の事業年度に

関する定時株主総会の終結の時までであります。

３．任期は、2025年６月27日開催の第10期定時株主総会終結の時から２年以内に終了する最終の事業年度に関す

る定時株主総会の終結の時までであります。

４．当社は、意思決定・監督と執行の分離による取締役会の活性化のため、執行役員制度を導入しております。

執行役員は以下のとおりであります。

 
職名 氏名

執行役員事業部長 大木　淳一

執行役員事業部長 髙橋　学

執行役員CIO 前田　浩二

執行役員CTO 井上　拓真
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②　社外役員の状況

本書提出日現在、当社では、社外取締役３名（全て監査等委員）を選任しております。

ａ．社外取締役と当社との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係

各社外取締役と当社との間に、人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係はありません。

 
ｂ．社外取締役が当社の企業統治において果たす機能及び役割

高い独立性及び専門的な知見に基づく、客観的かつ適切な監視、監督により、当社の企業統治の有効性を高

める機能及び役割を担っております。

 
ｃ．社外取締役を選任するための独立性に関する基準又は方針の内容

当社において、社外取締役を選任するための独立性に関する基準または方針について特段の定めはありませ

んが、その選任に際しましては、経歴や当社との関係を踏まえるとともに、一般株主との利益相反が生じるこ

とのないよう株式会社東京証券取引所の独立性に関する判断基準等を参考にしております。

 
ｄ．社外取締役の選任状況に関する当社の考え方

社外取締役佐藤孝幸は、弁護士及び米国公認会計士としての実務経験を有し企業法務及び財務・会計に精通

しており、また他社の社外監査役としての経験から企業経営に関する経験・見識についても豊富であります。

さらには2019年より当社の社外監査役を、続いて2021年より当社の監査等委員である社外取締役を務め、その

職務・職責を適切に果たしております。こうした経験や見識から、監査等委員である社外取締役の職務を適切

に遂行可能であると考えております。

社外取締役加川亘は、通信業界等における豊富な業務経験を通じて培われた企業経営等に関する高い見識を

有しております。また、2021年６月より当社の監査等委員である社外取締役を務め、その職務・職責を適切に

果たしております。こうした経験や見識から、監査等委員である社外取締役の職務を適切に遂行可能であると

考えております。

社外取締役蔵元左近は、弁護士としての経験と見識を有しているとともに、企業法務にも精通しており、ま

た、企業経営に関する高い知見を有しております。さらには、2023年５月より当社の監査等委員である社外取

締役を務め、その職務・職責を適切に果たしております。こうした経験や見識から、監査等委員である社外取

締役の職務を適切に遂行可能であると考えております。

 

③　内部監査、監査等委員会監査及び会計監査との連携並びに内部統制部門との関係

監査等委員である取締役を除く社外取締役は、取締役会において、内部監査、監査等委員会の監査及び会計

監査の結果並びに内部統制部門による取組の状況報告を受け、取締役の職務執行に対する監督を行います。

監査等委員である社外取締役は、主に監査等委員会を通じて、会計監査人による監査・レビューについての

報告並びに内部統制及び内部監査についての報告を受けます。また監査等委員である社外取締役は、監査等委

員として内部監査室に対して必要な指示を行うことで、取締役の職務執行に対する監査・監督を行います。
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(3) 【監査の状況】

①　監査等委員会監査の状況

ａ．監査等委員会の構成

当社は、2021年６月25日開催の第６期定時株主総会において定款の変更が決議されたことにより、同日付を

もって監査役会設置会社から監査等委員会設置会社へ移行しています。

監査等委員会は、佐藤孝幸、加川亘、蔵元左近の３名で構成されており、うち、全員が社外取締役でありま

す。佐藤孝幸を議長とし、原則毎月１回定時監査等委員会を開催するほか、必要に応じて臨時監査等委員会を

開催いたします。各監査等委員は、それぞれの専門的な立場において豊富な経験と高い見識を有しており、内

部統制システムを活用した監査・監督を実施し、重要な社内会議に出席し、取締役の職務執行について適宜意

見を述べます。また、各監査等委員は、必要な情報の取集や調査を内部監査室に指示し、内部監査室が取集し

た情報や調査の結果を監査等委員会に提示することにより、監査の実効性を確保しております。

 
ｂ．監査等委員会監査の状況

当社における監査等委員会は、監査等委員３名にて実施しており、定期的に代表取締役社長CEOとの意見交換

及び内部監査責任者との情報交換を実施するとともに、原則として月１回開催される監査等委員会において情

報共有を図っております。また、必要に応じて業務執行取締役から報告を受け、業務執行取締役の職務執行を

不足なく監視できる体制を確保しております。

監査等委員の佐藤孝幸氏は弁護士、米国公認会計士としての経験、知識を有しており、それらを当社の監査

等委員会監査に活かしていただいております。監査等委員の加川亘氏は、通信業界等における豊富な業務経験

を通じて培われた企業経営等に関する高い知見を有しており、それらを当社の監査等委員会監査に活かしてい

ただいております。監査等委員の蔵元左近氏は弁護士として、企業法務の戦略構築やコンプライアンス対応に

豊富な経験を有しており、それらを当社の監査等委員会監査に活かしていただいております。

当事業年度において、当社は監査等委員会を13回開催しており、個々の監査等委員の出席状況については次

の通りであります。

氏　名 開催回数 出席回数

佐藤　孝幸 13回 13回

加川　亘 13回 13回

蔵元　左近 13回 13回
 

 
監査等委員会においては、監査報告の作成、監査等委員の選定及び解職、監査の方針・業務及び財産の状況

の調査の方法等を主な検討事項としています。また、会計監査人の選解任又は不再任に関する事項や、会計監

査人の報酬等に対する同意等、監査等委員会の決議による事項について検討を行っております。

当社は、常勤監査等委員を置いていないため、監査等委員会による監査活動および選定監査等委員による監

査活動の監査等委員会における共有並びに内部監査室の監査等委員会における監査報告などの方法により、監

査等委員会による監査の実効性を図っております。

当事業年度における監査等委員会における具体的な検討事項は、監査の方針及び監査実施計画、取締役等の

職務執行の状況（経営トップのコーポレート・ガバナンス（業務執行取締役の指名・報酬を含む）に対する考

え方及び経営戦略、投資家との対話及び企業のイノベーションに関連する財務・非財務の開示に用いる継続的

指標・KPI、投資戦略・投資方針、並びに事業ポートフォリオの再編・強化にかかる方針・内容・リスク分析・

リスク評価、組織及び会議体のあり方、人材戦略・方針（採用、教育・研修の方針、内容）、新規サービスの

営業戦略・技術開発部門との連携、研究開発に係る方針）、内部統制システムの整備・運用状況、会計監査人

の監査の方法及び結果の相当性等（監査上の主要な検討事項(KAM)、会計監査人の報酬等（非監査業務にかかる

報酬を含む））であり、具体的な監査活動は以下のとおりです。
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（１）取締役等の職務執行

・取締役会への出席

・代表取締役その他の業務執行取締役、社外取締役との意見交換

・リスク・コンプライアンス委員会などの重要会議への出席

 
（２）内部統制システム

・内部監査室の監査活動の共有

・取締役等からの内部統制システムの構築及び運用の状況についての報告および意見交換、並びに意見

表明

 
（３）会計監査人

・会計監査人からの監査計画説明、期中レビュー報告、監査結果報告の受領および意見交換

・監査上の主要な検討事項(KAM)の協議

・会計監査人評価の実施

 
②　内部監査の状況

当社における内部監査は、代表取締役社長CEOによる直接の指示のもと内部監査室（２名）がその任に当たり、

内部監査を実施しております。内部監査室は、組織、制度及び業務の運営が諸法規、会社の経営方針、諸規程等

に準拠し、適正かつ効率的に実施されているか否かを検証、評価することにより、経営管理の諸情報の正確性を

確保し、業務活動の正常な運営と改善向上を図ることを目的として内部監査を実施しております。

内部監査室は、月次で監査結果を代表取締役社長CEOおよび監査等委員会に報告し、改善提案を行うとともに、

その後の改善状況についてフォローアップ監査を実施することにより、内部監査の実効性を確保しております。

加えて、内部監査室、監査等委員会及び会計監査人は、半期に一度、相互に連携して、三者間で定期的に会合

を開催し、課題・改善事項等の情報共有を図っており、効率的かつ効果的な監査を実施するように努めておりま

す。

 

③　会計監査の状況

ａ．監査法人の名称

有限責任監査法人トーマツ

 

ｂ. 継続監査期間

９年間

 
ｃ．業務を執行した公認会計士

池田 徹、中川 満美

 

ｄ．監査業務に係る補助者の構成

当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士６名、その他10名であります。

 

ｅ．監査法人の選定方針と理由

当社は、会計監査人の選定及び評価に際しては、監査等委員会が定めた選定・評価基準に照らし、グローバ

ルでの監査体制、専門性、効率性等を総合的に勘案し、高品質かつ適正な監査が行われる体制を有している監

査法人を選定する方針としております。また日本公認会計士協会の定める「独立性に関する指針」に基づき独

立性を有することについて検証し、確認いたします。

監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、株主総

会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定し、取締役会は当該決定に基づき、当該

議案を株主総会に提出します。
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ｆ．監査等委員及び監査等委員会による監査法人の評価

監査等委員会は、2019年８月30日開催の監査役会にて決議した「会計監査人選定・評価基準」に基づいて監

査法人に対して評価を行っております。なお、当社の会計監査人である有限責任監査法人トーマツにつきまし

ては、独立性・専門性ともに問題はなく、当社の会計監査人として適切であると評価しております。

 
④　監査報酬の内容等

ａ．監査公認会計士等に対する報酬

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基
づく報酬(千円)

非監査業務に基づ
く報酬(千円)

監査証明業務に基
づく報酬(千円)

非監査業務に基づ
く報酬(千円)

38,570 ― 34,700 ―
 

 
ｂ．監査公認会計士等と同一のネットワークに対する報酬(ａ．を除く)

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基
づく報酬(千円)

非監査業務に基づ
く報酬(千円)

監査証明業務に基
づく報酬(千円)

非監査業務に基づ
く報酬(千円)

― ― ― ―
 

 

ｃ．その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

（前事業年度）

該当事項はありません。

 
（当事業年度）

該当事項はありません。

 

ｄ．監査報酬の決定方針

当社の事業の規模や業務の特性等を勘案して監査日数等を検討し、監査報酬を決定しております。

 

ｅ．監査等委員会が会計監査人の報酬等に同意した理由

会計監査人の監査計画及び報酬見積もりの算出根拠等について検討した結果、会計監査人の報酬等の額につ

いて妥当と判断し、会社法第399条第１項の同意を行っております。
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(4) 【役員の報酬等】

①　役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針に係る事項

a．取締役（監査等委員である取締役を除く。）の個人別報酬等の内容に係る決定方針の決定方法

当該決定方針は、取締役会にて決定しております。当事業年度における取締役の個人別の報酬等の内容は、各

取締役が原案について当該決定方針との整合性を含めた多角的な検討を行い、取締役会が当該決定方針に沿うも

のであると判断しております。

 
b．報酬方針

当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は、以下の考えに基づき決定します。

ⅰ 優秀な人材の確保・維持できる報酬水準であること

ⅱ 企業価値向上に向けた取り組みを促すものであること

ⅲ グローバル企業になるための視座をもって当社ビジョンの実現を推進することを動機づけるものであること

 
c．報酬体系

当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬体系は「金銭報酬」と「株式報酬」で構成します。

 
d．報酬水準

AI分野における人材の競合企業群に対して遜色のない水準を目標にします。また、従業員賃金水準、世間水準

との乖離にも留意し、調整・決定します。

 
e．報酬の構成割合

当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬について、金銭報酬と株式報酬の構成割合は、株式

報酬の割合が原則50％以上となるよう努めます。

 
f．株式報酬

当社の株式報酬は譲渡制限付株式報酬（RS）を採用しており、2023年６月23日開催の第８期定時株主総会で定

められた報酬枠（年額100百万円以内）を用いて、取締役会で決定します。主な内容は以下のとおりです。

対象者 当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）

譲渡制限付株式の付与のために支給する金銭報酬の総
額

年額100百万円以内（うち社外取締役分年額30百万円
以内）

各取締役に対する株式報酬額 会社業績や職責、成果等を踏まえて毎年設定

割り当てる株式の種類及び割り当ての方法
普通株式（割当契約において譲渡制限を付したもの）
を発行又は処分

割り当てる株式の総数
対象取締役に対して合計で年20,000株以内（うち社外
取締役分年3,000株以内）

譲渡制限期間 割当日より５年以内で当社の取締役会が定める期間

譲渡制限の解除条件
譲渡制限期間の満了をもって制限を解除
ただし、当社の取締役会が正当と認める理由がある場
合は譲渡制限を解除

当社による無償取得
譲渡制限期間中に、法令違反その他当社取締役会が定
める事由に該当する場合、割当株式をすべて当社が無
償取得することができる

 

 

g．報酬等を与える時期

「金銭報酬」：当該報酬方針を基に、役員としての責務等を総合的に勘案して決定され毎月支給されます。

「株式報酬」：当該報酬方針を基に、会社業績や職責、成果等を踏まえて毎年設定します。

 
②　監査等委員である取締役の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

監査等委員である取締役の報酬は、経営に対する独立性、客観性を重視する視点から金銭報酬のみで構成さ

れ、その報酬額は、監査等委員である取締役の協議によって決定しております。
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③　取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

取締役（監査等委員である取締役を除く。）の金銭報酬の額は、2021年６月25日開催の第６期定時株主総会に

おいて年額300百万円以内（うち社外取締役分100百万円以内）と決議されております（使用人兼務取締役の使用

人分給与は含まない）。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の員数は５名

（うち社外取締役は２名）です。また、当該金銭報酬とは別枠で、2023年６月23日開催の第８期定時株主総会に

おいて、監査等委員である取締役を除き、譲渡制限付株式の割当てのための報酬枠として年額100百万円以内（う

ち社外取締役は年額30百万円以内）、株式数の総数年20,000株以内（うち社外取締役については年3,000株以内）

と決議しております。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の員数は５名

（うち社外取締役は１名）です。

監査等委員である取締役の金銭報酬の額は、2021年６月25日開催の第６期定時株主総会において年額100百万円

以内と決議しております。当該定時株主総会終結時点の監査等委員である取締役の員数は３名です。

 
④　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項

当社においては、2025年６月27日開催の取締役会において代表取締役社長CEO渡久地択に個人別の報酬等の具体

的な内容の決定を委任する旨の決議を行い、代表取締役社長CEO渡久地択において決定を行っております。

代表取締役社長CEOに委任した理由は、各取締役（監査等委員である取締役を除く。）の担当領域の設定及びそ

の成果の評価を実施するのは、経営方針を決定する代表取締役社長CEOが最も適しているからでありますが、取締

役会から委任を受けた代表取締役社長CEOが個人別の報酬等の額を決定するに際しては、株主総会決議に従うこと

を前提に、報酬水準の妥当性及び業績評価の透明性を確保する観点から、各取締役から答申を得ており、代表取

締役社長CEOは、その答申内容を考慮し決定しております。

 
⑤　役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

a. 役員報酬の内容

役員区分
報酬等の総額(千
円)

報酬等の種類別の総額(千円) 対象となる
役員の員数
(名)金銭報酬 株式報酬

取締役
(監査等委員及び社外取締役
を除く)

124,862 68,850 56,012 6

取締役（監査等委員）
(社外取締役を除く)

－ － － -

社外役員 27,951 22,170 5,781 4

合計 152,814 91,020 61,794 10
 

(注) 1．上記の記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

2．株式報酬については、2021年６月25日開催の第６期定時株主総会の決議において導入した譲渡制限付株式報

酬制度に基づき、当事業年度中に費用計上した額を記載しております。

3. 取締役の報酬等には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

 
⑥　役員ごとの報酬等の総額等

報酬等の総額が１億円以上である者が存在しないため、記載しておりません。

 

⑦　使用人兼務役員の使用人給与のうち、重要なもの

該当事項はありません。
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(5) 【株式の保有状況】

①　投資株式の区分の基準及び考え方

当社は、株価の変動や株式に係る配当によって利益を得ることを目的として保有する株式を「純投資目的であ

る投資株式」とし、取引先との協力関係・提携関係等の維持・強化や事業開発を目的として保有する株式を「純

投資目的以外の目的である投資株式」として区分しております。

当社は、純投資目的である投資株式は原則として保有しません。当社の事業戦略、発行会社等との関係などを

総合的に勘案し、取引先との協力関係・提携関係等の維持・強化を通じて当社の企業価値向上に資すると判断し

た場合や事業開発を目的に、純投資目的以外の目的である投資株式を限定的に保有することがあります。

 
②　保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

ａ．保有方針及び保有の合理性を検証する方法並びに個別銘柄の保有の適否に関する取締役会等における検証の

内容

上場株式を保有していないため、記載を省略いたします。

 
ｂ．銘柄数及び貸借対照表計上額

 
銘柄数
(銘柄)

貸借対照表計上額の
合計額(千円)

非上場株式 1 1,192
 

 
（当事業年度において株式数が増加した銘柄）

該当事項はありません。

 
（当事業年度において株式数が減少した銘柄）

該当事項はありません。

 
ｃ．特定投資株式及びみなし保有株式の銘柄ごとの株式数、貸借対照表計上額等に関する情報

該当事項はありません。

 
③　保有目的が純投資目的である投資株式

該当事項はありません。
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５ 【従業員の状況等】

(1) 【人材戦略に関する基本方針等】

①　企業戦略と関連付けた人材戦略

当社は、「AIで、人類の進化と人々の幸福に貢献する」というパーパスのもと、あらゆる環境にAIが溶け込む

「AI inside X」というビジョンの実現に向けた事業活動を展開しております。当社の持続的な企業価値向上を実

現する最大の原動力は「人的資本」であり、当社自身がAI共存組織のロールモデルを体現し、そのノウハウを社

会全体へ波及させていく「AI inside Work Value Shift」を人材戦略のグランドデザインとして掲げておりま

す。

当社は、主力事業の「DX Suite」のAI化基盤への進化と、「Leapnet」等のデータ活用領域や新規インキュベー

ション領域への事業ポートフォリオ転換を推進しています。これらの戦略を牽引するためには、高度な専門性と

創造性を発揮できる人材の継続的な確保に加えて、環境変化を恐れず、事業スピードに適応し、既存の枠組みを

越えた挑戦や非連続成長(10x)を志向する自律型人材の創出、組織風土への変化が不可欠です。

この期待人材像や組織風土の実現に向け、当社は「AIと人の協働・進化モデル」を推進しています。麻布台ス

マートオフィス等の戦略的ワークプレイス（ハード）と、全社員のAI insider化をはじめとする人材開発（ソフ

ト）を統合的にデザインし、社員がAIを「相棒（Buddy）」として共に働き、互いの力を高め合う「Work with

Buddy」の環境を整えています。

当社が目指すのは、AIが定型業務を代替する組織ではありません。AIの進化により、社員一人ひとりが扱える

業務の範囲・深度・速度が拡大し、より高度な思考と創造性が必要になります。当社はこの変化を人間の能力拡

張と捉えています。AIとの協働を通じて、これまで到達し得なかった知的創造・インキュベーション領域を含

め、非連続成長（10x）を実現します。

 
②　従業員給与等の決定方針

当社は、企業戦略の実現に向けて優秀な高度専門人材の確保およびリテンションを重視し、従業員の動機付け

と中長期的な企業価値向上への貢献を促すことを目的として、以下の方針に基づき従業員給与等を決定しており

ます。

・　基本的な考え方:

市場競争力のある給与水準および報酬体系を維持し、事業成長および人的資本への投資の観点から、従業

員が役割・能力・成果に応じて正当に評価される処遇を提供します。

 
・　給与体系の概要:

- 基本給 : 管理職におけるマネジメントコース（M:役割等級）とスペシャリストコース（S:能力等
級）の複線型等級制度および一般社員における能力等級制度に基づき、各従業員の職務内
容、役割および能力に応じて設定しております。
 

- 賞　与 : 会社業績および個人の業績評価結果を踏まえて決定しており、全社の生産性向上と事業
目標の達成がダイレクトに還元される業績連動型の報酬として位置付けております。
 

- 手　当 : テレワーク勤務手当、通勤手当、時間外勤務手当、深夜勤務手当、休日勤務手当等
 

 

 
・　給与水準の決定プロセス:

外部の報酬調査データ等を参照し、同業他社および成長企業の水準を踏まえた競争力のある給与水準の維

持・向上に努めております。毎年の給与改定においては、会社業績や市場環境の変化、各従業員の役割・能

力・成果を総合的に勘案し、評価会議において適切に審議・決定しております。
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(2) 【従業員の状況】

① 提出会社の状況

2026年３月31日現在

従業員数(人) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)
平均年間給与の対前
事業年度増減率(％)

130(25) 39.4 3.04 9,321 △5.6
 

(注) １．従業員数は就業人員(社外から当社への出向者を含む。)であり、臨時雇用者数(パートタイマーを含む。)

は、(　)外数で記載しております。

 ２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

 ３．当社は、人工知能事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 ４．当事業年度における提出会社の従業員の平均年間給与は、前事業年度比で△5.6％（5.6％の減少）となりま

した。当該減少は、主として前事業年度において株式報酬等による一時的な要因があったことに起因するも

のであり、当事業年度において同様の一時的要因が発生していないことによる影響であります。一方で、当

事業年度においては、事業効率化や収益構造の改善により創出した原資を活用し、従業員への特別賞与の支

給やベースアップを実施するなど、人的資本への積極的な投資を継続しております。当社は引き続き、従業

員の処遇改善および競争力のある報酬水準の維持・向上に取り組んでまいります。

 
② 労働組合の状況

当社の労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。

 

③ 管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の差異

当事業年度における主な指標の状況は以下のとおりであります。当社は、人的資本に関する重要施策として、多

様な人材が活躍できる環境整備を推進しております。

当事業年度

管理職に占める
女性労働者の割合(％)(注)

男性労働者の
育児休業取得率(％)(注)

労働者の男女の
賃金の差異(％)(注)

正規雇用労働者 正規雇用労働者

29.7 83.3 75.0
 

(注) 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出したものであ

ります。

 
④ 使用人その他の従業員のみを対象とした役員・従業員株式所有制度の内容

当社は使用人その他の従業員のみを対象とした役員・従業員株式所有制度を導入しております。当該役員・従業

員株式所有制度の内容について「１　株式等の状況　（８）役員・従業員株式所有制度の内容」に記載しておりま

す。
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第５ 【経理の状況】

 

１．財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号)に基づいて

作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(2025年４月１日から2026年３月31日まで)の

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより監査を受けております。

 

３．連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。

 
４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組について

当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組を行っております。具体的には、会計基準等の内容を適

切に把握し、又は会計基準等の変更等について的確に対応することができる体制を整備するため、専門的な情報を有

する団体等が主催する研修等へ参加しております。
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１ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

① 【貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2025年３月31日)
当事業年度

(2026年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,093,629 4,766,006

  売掛金 569,631 557,176

  前払費用 306,257 307,816

  その他 9,801 37,291

  貸倒引当金 △693 △374

  流動資産合計 5,978,625 5,667,915

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 46,498 254,248

    減価償却累計額 △43,118 △17,729

    建物（純額） 3,379 236,519

   工具、器具及び備品 269,732 332,954

    減価償却累計額 △192,384 △204,123

    工具、器具及び備品（純額） 77,347 128,831

   レンタル資産 228,633 281,141

    減価償却累計額 △163,754 △183,231

    レンタル資産（純額） 64,879 97,909

   建設仮勘定 101,615 41,496

   有形固定資産合計 247,221 504,756

  無形固定資産   

   ソフトウエア 189,399 103,940

   ソフトウエア仮勘定 - 150,336

   無形固定資産合計 189,399 254,276

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,192 1,192

   長期前払費用 270,110 160,616

   差入保証金 142,089 98,182

   繰延税金資産 114,449 121,331

   投資その他の資産合計 527,842 381,323

  固定資産合計 964,463 1,140,356

 資産合計 6,943,089 6,808,272
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2025年３月31日)
当事業年度

(2026年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 ※  1,600,000 ※  1,000,000

  未払金 244,911 336,465

  未払費用 125,655 193,397

  未払法人税等 212,634 74,060

  未払消費税等 27,586 -

  預り金 36,057 35,629

  契約負債 47,783 84,305

  賞与引当金 45,804 50,882

  株式給付引当金 - 77,578

  その他 16,471 12,542

  流動負債合計 2,356,906 1,864,861

 固定負債   

  株式給付引当金 43,577 -

  長期契約負債 2,505 -

  その他 16,636 -

  固定負債合計 62,719 -

 負債合計 2,419,626 1,864,861

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,234,726 1,234,726

  資本剰余金   

   資本準備金 1,084,726 1,084,726

   その他資本剰余金 1,051,782 1,095,306

   資本剰余金合計 2,136,508 2,180,032

  利益剰余金   

   その他利益剰余金 1,292,707 1,644,124

    繰越利益剰余金 1,292,707 1,644,124

   利益剰余金合計 1,292,707 1,644,124

  自己株式 △129,141 △124,066

  株主資本合計 4,534,800 4,934,817

 評価・換算差額等   

  繰延ヘッジ損益 △11,336 8,593

  評価・換算差額等合計 △11,336 8,593

 純資産合計 4,523,463 4,943,410

負債純資産合計 6,943,089 6,808,272
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② 【損益計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当事業年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

売上高 4,399,551 4,747,946

売上原価 822,291 849,517

売上総利益 3,577,260 3,898,428

販売費及び一般管理費 ※１,２  3,192,167 ※１,２  3,587,452

営業利益 385,092 310,976

営業外収益   

 受取利息 2,201 7,812

 補助金収入 38,966 185,418

 講演料収入 200 354

 その他 577 718

 営業外収益合計 41,946 194,303

営業外費用   

 支払利息 14,442 17,072

 株式報酬費用 4,235 -

 為替差損 2,762 611

 その他 140 587

 営業外費用合計 21,582 18,270

経常利益 405,456 487,008

特別損失   

 減損損失 ※３  685,319 -

 固定資産除却損 - ※４  4,328

 本社移転費用 - ※５  7,550

 前払費用償却 ※６  10,626 -

 特別損失合計 695,945 11,879

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △290,489 475,129

法人税、住民税及び事業税 193,408 139,553

法人税等調整額 13,124 △15,841

法人税等合計 206,533 123,712

当期純利益又は当期純損失（△） △497,022 351,417
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売上原価明細書
 

  
前事業年度

(自　2024年４月１日
至　2025年３月31日)

当事業年度
(自　2025年４月１日
至　2026年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ　労務費  158,512 19.3 117,337 13.8

II 経費 ※ 663,779 80.7 732,180 86.2

当期総製造費用  822,291 100.0 849,517 100.0

期首仕掛品たな卸高  － － － －

合計  822,291 － 849,517 －

期末仕掛品たな卸高  － － － －

売上原価  822,291 － 849,517 －
 

原価計算の方法

当社の原価計算は、実際個別原価計算であります。

 
(注)  ※．主な内訳は、次のとおりであります。

項目
前事業年度

(自　2024年４月１日
至　2025年３月31日)

当事業年度
(自　2025年４月１日
至　2026年３月31日)

外注費(千円) 186,665 181,677

通信費(千円) 359,357 427,823

減価償却費(千円) 117,756 122,680
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③ 【株主資本等変動計算書】

前事業年度(自　2024年４月１日　至　2025年３月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益剰

余金 利益剰余金合

計繰越利益

剰余金

当期首残高 1,234,624 1,084,624 985,255 2,069,879 1,789,729 1,789,729 △136,275 4,957,957

当期変動額         

新株の発行 102 102  102    204

自己株式の取得       △94,063 △94,063

自己株式の処分   66,526 66,526   101,197 167,724

当期純利益又は当期

純損失（△）
    △497,022 △497,022  △497,022

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

        

当期変動額合計 102 102 66,526 66,628 △497,022 △497,022 7,134 △423,157

当期末残高 1,234,726 1,084,726 1,051,782 2,136,508 1,292,707 1,292,707 △129,141 4,534,800
 

 

 

評価・換算差額等

純資産合計繰延ヘッジ損

益

評価・換算差

額等合計

当期首残高 - - 4,957,957

当期変動額    

新株の発行   204

自己株式の取得   △94,063

自己株式の処分   167,724

当期純利益又は当期

純損失（△）
  △497,022

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

△11,336 △11,336 △11,336

当期変動額合計 △11,336 △11,336 △434,493

当期末残高 △11,336 △11,336 4,523,463
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当事業年度(自　2025年４月１日　至　2026年３月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益剰

余金 利益剰余金合

計繰越利益

剰余金

当期首残高 1,234,726 1,084,726 1,051,782 2,136,508 1,292,707 1,292,707 △129,141 4,534,800

当期変動額         

新株の発行        -

自己株式の取得       △54 △54

自己株式の処分   43,524 43,524   5,129 48,653

当期純利益又は当期

純損失（△）
    351,417 351,417  351,417

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

        

当期変動額合計 - - 43,524 43,524 351,417 351,417 5,074 400,016

当期末残高 1,234,726 1,084,726 1,095,306 2,180,032 1,644,124 1,644,124 △124,066 4,934,817
 

 

 

評価・換算差額等

純資産合計繰延ヘッジ損

益

評価・換算差

額等合計

当期首残高 △11,336 △11,336 4,523,463

当期変動額    

新株の発行   -

自己株式の取得   △54

自己株式の処分   48,653

当期純利益又は当期

純損失（△）
  351,417

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

19,930 19,930 19,930

当期変動額合計 19,930 19,930 419,947

当期末残高 8,593 8,593 4,943,410
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④ 【キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自 2024年４月１日
　至 2025年３月31日)

当事業年度
(自 2025年４月１日
　至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △290,489 475,129

 減価償却費 157,168 218,927

 減損損失 685,319 -

 敷金償却 349 -

 前払費用償却 11,688 -

 のれん償却額 328,953 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 88 △318

 受取利息及び受取配当金 △2,201 △7,812

 支払利息 14,442 17,072

 株式報酬費用 95,681 82,772

 売上債権の増減額（△は増加） △39,188 12,455

 賞与引当金の増減額（△は減少） △7,495 5,077

 株式給付引当金の増減額（△は減少） △56,422 34,001

 未収還付法人税等の増減額（△は増加） 66,094 -

 未払消費税等の増減額（△は減少） △66,597 △27,586

 契約負債の増減額（△は減少） △6,108 36,521

 その他の資産の増減額（△は増加） △278,425 44,147

 その他の負債の増減額（△は減少） 131,901 117,877

 小計 744,759 1,008,266

 利息及び配当金の受取額 2,201 7,812

 利息の支払額 △15,461 △16,702

 法人税等の支払額 △15,862 △193,483

 法人税等の還付額 62,840 12,240

 営業活動によるキャッシュ・フロー 778,477 818,133

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △94,661 △413,196

 無形固定資産の取得による支出 - △163,414

 資産除去債務の履行による支出 - △14,550

 定期預金の預入による支出 - △2,100,000

 定期預金の払戻による収入 - 900,000

 敷金及び保証金の差入による支出 △106,753 △892

 敷金及び保証金の回収による収入 452 45,551

 投資活動によるキャッシュ・フロー △200,963 △1,746,502

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 600,000 -

 短期借入金の返済による支出 △600,000 △600,000

 長期借入金の返済による支出 △14,220 -

 株式の発行による収入 204 -

 自己株式の取得による支出 △93,876 △54

 自己株式の処分による収入 53,956 801

 財務活動によるキャッシュ・フロー △53,935 △599,253

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 523,579 △1,527,622

現金及び現金同等物の期首残高 4,570,049 5,093,629

現金及び現金同等物の期末残高 ※  5,093,629 ※  3,566,006
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１. 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

市場価格のないもの

移動平均法による原価法を採用しております。

 
２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しております。

ただし、建物（建物付属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備については定額法を

採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ３～18年

工具、器具及び備品 ３～15年

レンタル資産 ５年
 

 
(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、主な償却年数は次の通りであります。

ソフトウェア（自社利用分） ５年（社内における利用可能期間）
 

 
３.重要な収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足す

る通常の時点(収益を認識する時点)は以下のとおりであります。

(1) セリング型モデル

当社では顧客との契約に基づき、ディープラーニングによる手書き文字認識AIを活用した生産性向上のためのAI-

OCRサービスとして「DX Suite」を提供しております。「DX Suite」の有償トライアルについては、当該サービスを

トライアル期間において提供する義務を負っております。トライアル期間の終了により、履行義務が充足されると

判断し、トライアル期間の終了時点で収益を計上しております。また、「DX Suite」に係る初期費用は契約履行活

動の対価であることから、契約期間にわたり均等に収益を認識しております。

「AI Growth Program」については、実践型のDX人材を輩出するための研修やワークショップの提供を履行義務と

しており、当該サービスの完了時点で収益を計上しております。

 
(2) リカーリング型モデル

リカーリング型モデルについては、契約期間において主に「DX Suite」や「AnyData」のサービスを提供すること

を履行義務として識別しております。契約期間中、常にサービスが利用可能であることから、契約期間を履行義務

の充足期間として、一定期間にわたり収益を認識しております。また、契約から生じる従量料金は、サービス利用

の従量に応じて収益を認識しております。

 

４．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

 

EDINET提出書類

ＡＩ　ｉｎｓｉｄｅ株式会社(E35345)

有価証券報告書

58/91



 

５．重要なヘッジ会計の方法

(1) ヘッジ会計の方法

為替予約について振当処理を行っております。

 
(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段

　為替予約

ヘッジ対象

　外貨建予定取引

 
(3) ヘッジ方針

デリバティブ取引に関する内部管理規程に基づき、ヘッジ対象に係る為替相場の変動リスクを一定の範囲内で

ヘッジしております。

 

(4) ヘッジ有効性評価の方法

為替予約は振当処理によっているため、その判定をもって有効性の評価に代えております。

 

６．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

 
(2) 賞与引当金

従業員等に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

 
(3) 株式給付引当金

株式給付規程に基づく従業員への当社株式の交付に備えるため、当事業年度末における株式給付債務の見込額に

基づき計上しております。

 

７．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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(重要な会計上の見積り)

会計上の見積りは、財務諸表作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出しております。当事業年度
の財務諸表に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌事業年度の財務諸表に重要な影響を及ぼすリス
クがある項目は以下のとおりです。

 
繰延税金資産の回収可能性
（1）当事業年度の財務諸表に計上した金額

 当事業年度

繰延税金資産 121,331 千円
 

 
（2）識別した項目に係わる重要な会計上の見積りの内容に関する情報
① 当事業年度の財務諸表に計上した金額の算出方法
繰延税金資産の回収可能性については、当社の過年度の業績等に基づく収益力を判断基準とし、将来の課税
所得を見積り、将来減算一時差異に法定実効税率を乗じて繰延税金資産を算定しております。
 
② 当事業年度の財務諸表に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
繰延税金資産の計上額は、当社の翌年度の業績計画の税引前利益を基に課税所得を見積り、将来の回収スケ
ジューリングの結果により算定しております。当該見積りには過年度の業績計画の達成状況等を考慮しており
ます。
 
③ 翌事業年度の財務諸表に与える影響
上述の見積り及び仮定について、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった場合、翌事
業年度以降の財務諸表において認識する繰延税金資産及び法人税等調整額の金額に影響を与える可能性があり
ます。
 

(未適用の会計基準等)

・「リースに関する会計基準」

（企業会計基準第34号　2024年９月13日　企業会計基準委員会）

・「リースに関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第33号　2024年９月13日　企業会計基準委員会）　等

 
１．概要

企業会計基準委員会において、日本基準を国際的に整合性のあるものとする取組みの一環として、借手の全ての

リースについて資産及び負債を認識するリースに関する会計基準の開発に向けて、国際的な会計基準を踏まえた検討

が行われ、基本的な方針として、IFRS第16号の単一の会計処理モデルを基礎とするものの、IFRS第16号の全ての定め

を採り入れるのではなく、主要な定めのみを採り入れることにより、簡素で利便性が高く、かつ、IFRS第16号の定め

を個別財務諸表に用いても、基本的に修正が不要となることを目指したリース会計基準等が公表されました。

借手の会計処理として、借手のリースの費用配分の方法については、IFRS第16号と同様に、リースがファイナン

ス・リースであるかオペレーティング・リースであるかにかかわらず、全てのリースについて使用権資産に係る減価

償却費及びリース負債に係る利息相当額を計上する単一の会計処理モデルが適用されます。

 
２．適用予定日

2028年３月期の期首から適用予定であります。

 
３．当該会計基準等の適用による影響

「リースに関する会計基準」等の適用による財務諸表に与える影響額については、現時点で評価中であります。
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(表示方法の変更)

(貸借対照表関係)

前事業年度において、「有形固定資産」に区分掲記しておりました「建物附属設備」は、当事業年度において

新たに建物が生じることになったため、「建物」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させる

ため、前事業年度の貸借対照表の組替えを行っております。

この結果、前事業年度の貸借対照表において、「有形固定資産」の「建物附属設備」に表示していた46,498千

円、「減価償却累計額」に表示していた△43,118千円、「建物附属設備（純額）」に表示していた3,379千円は、

「建物」46,498千円、「減価償却累計額」△43,118千円、「建物（純額）」3,379千円として組み替えておりま

す。

 
(損益計算書関係)

前事業年度において独立掲記しておりました「営業外収益」の「受取手数料」は、金額的重要性が乏しいた

め、当事業年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度

の損益計算書の組替えを行っております。

この結果、前事業年度の損益計算書において、「営業外収益」の「受取手数料」に表示していた300千円、「そ

の他」に表示していた277千円は、「その他」577千円として組み替えております。

 
前事業年度において独立掲記しておりました「営業外費用」の「支払手数料」は、金額的重要性が乏しいた

め、当事業年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度

の損益計算書の組替えを行っております。

この結果、前事業年度の損益計算書において、「営業外費用」の「支払手数料」に表示していた0千円は、「そ

の他」に組み替えております。

 
(会計上の見積りの変更)

第１四半期会計期間において本社移転に関する決定を行ったことに伴い、移転前の本社の不動産賃貸借契約に基

づく原状回復義務に係る資産除去債務について、耐用年数を短縮し、移転予定日までの期間で減価償却が完了する

ように耐用年数を変更しております。

なお、この変更による当事業年度の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益に与える影響は軽微であります。
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(追加情報)

当事業年度
(自　2025年４月１日　至　2026年３月31日)

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　当社は、2022年５月25日開催の取締役会の取締役会決議に基づき、従業員に対して自社の株式を給付する従業員

向け株式給付信託制度（以下「本制度」という）を導入しております。

 
(1）取引の概要

　本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託(以下、「本信託」といいます。)が当社株式を取得

し、あらかじめ当社取締役会で定めた株式給付規程に基づき、一定の受益者要件を満たした従業員に対し、当社株

式及び当社株式の時価相当額の金銭（以下、併せて「当社株式等」といいます。）を給付する仕組みです。

　当社は、対象となる従業員に対して、株式給付規程に基づき業績評価等に応じてポイントを付与し、一定の受益

者要件を満たした場合には、所定の手続きを行うことにより、当該付与ポイントに応じた当社株式等を給付しま

す。

　なお、当該信託設定に係る金銭は全額を当社が拠出するため、従業員の負担はありません。本制度の導入によ

り、従業員は、当社株式の株価上昇による経済的利益を収受することができるため、株価を意識した業績向上への

勤労意欲を高める効果が期待できます。また、本信託の信託財産である当社株式についての議決権行使は、受益者

要件を満たす従業員の意思が反映されるため、従業員の経営参画意識を高める効果が期待できます。

 
(2）信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理

　会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第30号 2015年３月26日）第20項を適用しております。

 
(3）信託が保有する自社の株式に関する事項

 信託が保有する当社株式の帳簿価額（付随費用の金額を除く。）は純資産の部において自己株式として計上して

おります。また、当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前事業年度においては120,061千円、28,900株、当事業年

度においては118,814千円、28,600株であります。
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(貸借対照表関係)

※　当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行4行と当座貸越契約を締結しております。この契約に基づく

事業年度末に係わる借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当事業年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

当座貸越契約極度額の総額 2,700,000千円 2,700,000千円

借入実行残高 1,600,000千円 1,000,000千円

差引額 1,100,000千円 1,700,000千円
 

 

(損益計算書関係)

※１　販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度68.8％、当事業年度72.3％、一般管理費に属する費用のお

およその割合は前事業年度31.2％、当事業年度27.7％であります。

販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前事業年度

(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当事業年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

役員報酬 95,880千円 91,020千円

給料手当 895,374千円 1,005,990千円

業務委託費 403,049千円 432,289千円

減価償却費 39,761千円 96,247千円

研究開発費 168,185千円 444,242千円

通信費 407,125千円 527,159千円

支払手数料 89,136千円 83,020千円

貸倒引当金繰入額 88千円 △65千円

賞与引当金繰入額 45,804千円 50,882千円

のれん償却 328,953千円 －千円
 

 

※２　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

 
前事業年度

(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当事業年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

研究開発費 168,185千円 444,242千円
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※３　減損損失

前事業年度(自　2024年４月１日　至　2025年３月31日)

当事業年度において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 減損損失

東京都渋谷区 その他 のれん 685,319 千円
 

 
① 減損損失の認識に至った経緯

当事業年度において、2022年5月に株式会社aiforce solutions を吸収合併した際に計上したのれんについ

て、事業計画の見直しを行い、将来の回収可能性について慎重に検討した結果、当初想定していた超過収益力

を見込むことが困難となったため、帳簿価額の全額を減損損失として計上しております。

 
② 資産グルーピング方法

当社では、他の資産又は資産グループから概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位によって

資産のグルーピングを行っております。

 
③ 回収可能価額の算定方法

回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローに基づく使用価値がマイナスである

ため、回収可能価額はゼロとしております。

 
当事業年度(自　2025年４月１日　至　2026年３月31日)

該当事項はありません。

 

※４　固定資産除却損

前事業年度(自　2024年４月１日　至　2025年３月31日)

該当事項はありません。

 
当事業年度(自　2025年４月１日　至　2026年３月31日)

2025年９月の本社移転に伴う移転前の本社の「建物附属設備」及び「工具、器具及び備品」の撤去費用でありま

す。

 
※５　本社移転費用

前事業年度(自　2024年４月１日　至　2025年３月31日)

該当事項はありません。

 
当事業年度(自　2025年４月１日　至　2026年３月31日)

2025年9月の本社移転に伴い、移転前の本社の退去日から不動産賃貸借契約上の契約期間満了日までの期間に発生

した家賃であります。

 
※６　前払費用償却

前事業年度(自　2024年４月１日　至　2025年３月31日)

当社が利用しているWEBサービスについて中途解約を行ったため、貸借対照表に計上しておりました前払費用

10,626千円について一括費用計上しております。

 
当事業年度(自　2025年４月１日　至　2026年３月31日)

該当事項はありません。
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(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　2024年４月１日　至　2025年３月31日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度
期首株式数(株)

当事業年度
増加株式数(株)

当事業年度
減少株式数(株)

当事業年度末
株式数(株)

発行済株式     

普通株式(注)１ 3,999,800 150 － 3,999,950

合計 3,999,800 150 － 3,999,950

自己株式     

普通株式 (注 )２、
３、４

57,328 30,629 37,750 50,207

合計 57,328 30,629 37,750 50,207
 

(注) １．普通株式の発行済株式総数の増加150株は、新株予約権の権利行使によるものであります。

    ２．普通株式の自己株式の増加30,629株は、譲渡制限付株式報酬制度適用対象者の退職等に伴う無償取得による

増加8,342株、単元未満株式の買取による増加87株、「従業員向け株式給付信託」制度の信託財産として株

式会社日本カストディ銀行（信託口）が当社株式を取得したことによる増加22,200株によるものでありま

す。

    ３．普通株式の自己株式の減少37,750株は、2024年7月18日の取締役会決議による譲渡制限付株式報酬としての

処分による減少14,050株、「従業員向け株式給付信託」制度の信託財産として株式会社日本カストディ銀行

（信託口）が所有する当社株式の株式給付規程に基づく従業員に対する給付による減少23,700株によるもの

であります。

    ４．当事業年度末の自己株式数には「従業員向け株式給付信託」制度の信託財産として株式会社日本カストディ

銀行（信託口）が所有する当社株式28,900株が含まれております。

 
２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

該当事項はありません。
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当事業年度(自　2025年４月１日　至　2026年３月31日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度
期首株式数(株)

当事業年度
増加株式数(株)

当事業年度
減少株式数(株)

当事業年度末
株式数(株)

発行済株式     

普通株式 3,999,950 － － 3,999,950

合計 3,999,950 － － 3,999,950

自己株式     

普通株式 (注 )１、
２、３

50,207 8,880 13,200 45,887

合計 50,207 8,880 13,200 45,887
 

(注) １．普通株式の自己株式の増加8,880株は、譲渡制限付株式報酬制度適用対象者の退職等に伴う無償取得による

増加8,861株、単元未満株式の買取による増加19株によるものであります。

    ２．普通株式の自己株式の減少13,200株は、2025年7月17日の取締役会決議による譲渡制限付株式報酬としての

処分による減少12,900株、「従業員向け株式給付信託」制度の信託財産として株式会社日本カストディ銀行

（信託口）が所有する当社株式の株式給付規程に基づく従業員に対する給付による減少300株によるもので

あります。

    ３．当事業年度末の自己株式数には「従業員向け株式給付信託」制度の信託財産として株式会社日本カストディ

銀行（信託口）が所有する当社株式28,600株が含まれております。

 
２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

該当事項はありません。

 
(キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当事業年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

現金及び預金勘定 5,093,629千円 4,766,006千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －千円 △1,200,000千円

現金及び現金同等物 5,093,629千円 3,566,006千円
 

 
(リース取引関係)

オペレーティング・リース取引(借主側)

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

 

 
前事業年度

(2025年３月31日)
当事業年度

(2026年３月31日)

１年内 69,686 千円 106,691 千円

１年超 409,222 千円 302,291 千円

合計 478,909 千円 408,982 千円
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(金融商品関係)

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については安全性の高い銀行預金等に限定し、また、資金調達については銀行借入による方

針です。

デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用し、投機的な取引は行わない方針であります。

 
(2) 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。その他の流動資産及び流動負債はそれぞれ

１年以内に解消予定です。投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、発行体の信用リスク

に晒されております。差入保証金は、回収時期が未定なことから現在価値の算定が困難と判断し、時価の算定の

対象外としております。

デリバティブ取引は、外貨建ての営業債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とした先物為替予約

取引であります。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジの方針、ヘッジの有効性の評価方

法等については、前述の「重要な会計方針 ５．重要なヘッジ会計の方法」に記載のとおりであります。

 
(3) 金融商品に係るリスク管理体制

イ 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、与信管理規程に従い、取引相手ごとに適切な与信管理を実施することにより月単位で回収期日及び

残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

デリバティブ取引の利用にあたっては、カウンターパーティーリスクを軽減するために、格付の高い金融機

関とのみ取引を行っております。

 
ロ 市場リスクの管理

デリバティブ取引の執行・管理につきましては、取引権限及び取引限度額等を定めており、為替管理状況を

四半期毎に取締役会に報告しております。

 
ハ 資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理

当社は、各部署からの報告に基づき適時に資金繰り計画を作成・更新することなどにより、流動性リスクを

管理しております。

 
(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、

当該価格が変動することがあります。

 
２. 金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前事業年度(2025年３月31日)

 
貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

デリバティブ取引    

通貨関連 △16,340 △16,340 －
 

(*１)「現金及び預金」「売掛金」「短期借入金」「未払金」「未払法人税等」「未払消費税等」については、現

金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから記載を省略し

ております。また、重要性が乏しいものについても記載を省略しております。

 
(*２)市場価格のない株式等の貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

区分
前事業年度
（千円）

非上場株式 1,192
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当事業年度(2026年３月31日)

 
貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

デリバティブ取引    

通貨関連 12,549 12,549 －
 

(*１)「現金及び預金」「売掛金」「短期借入金」「未払金」「未払法人税等」「預り金」については、現金であ

ること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから記載を省略しており

ます。また、重要性が乏しいものについても記載を省略しております。

 
(*２)市場価格のない株式等の貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

区分
当事業年度
（千円）

非上場株式 1,192
 

 
(注)1.金銭債権及び満期のある有価証券の決算日以後の償還予定額

 
前事業年度(2025年３月31日)

 
１年以内
(千円)

１年超
５年以内
(千円)

５年超
10年以内
(千円)

10年超
(千円)

現金及び預金 5,093,629 － － －

売掛金 569,631 － － －

合計 5,663,261 － － －
 

 
当事業年度(2026年３月31日)

 
１年以内
(千円)

１年超
５年以内
(千円)

５年超
10年以内
(千円)

10年超
(千円)

現金及び預金 4,766,006 － － －

売掛金 557,176 － － －

合計 5,323,182 － － －
 

 

(注)2.その他の有利子負債の決算日以後の返済予定額

 
前事業年度(2025年３月31日)

 
１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

短期借入金 1,600,000 － － － － －
 

 

当事業年度(2026年３月31日)

 
１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

短期借入金 1,000,000 － － － － －
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３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分

類しております。

 
レベル１： 同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

レベル２： レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価

レベル３： 重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属す

るレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 
時価で貸借対照表に計上している金融商品

前事業年度（2025年３月31日）

区分

時価
（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

デリバティブ取引     

通貨関連 ― △16,340 ― △16,340
 

 
当事業年度（2026年３月31日）

区分

時価
（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

デリバティブ取引     

通貨関連 － 12,549 － 12,549
 

(注) 時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定にかかるインプットの説明

デリバティブ取引

為替予約取引の時価は、取引金融機関から提示された価格等を用いて評価しており、レベル２の時価に分

類しております。

 
(有価証券関係)

１．その他有価証券

前事業年度(2025年３月31日)

有価証券は、非上場株式（貸借対照表計上額1,192千円）であり、市場価格のない株式等であることから、記載し

ておりません。

 
当事業年度(2026年３月31日)

有価証券は、非上場株式（貸借対照表計上額1,192千円）であり、市場価格のない株式等であることから、記載し

ておりません。
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(デリバティブ取引関係)

ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

通貨関連

前事業年度(2025年３月31日)

 
ヘッジ会計
の方法

取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等
(千円)

契約額等のうち
１年超
(千円)

時価
(千円)

為替予約の振当処理

為替予約取引

外貨建予定取引

   

買建    

米ドル 360,931 － △16,340

合計 360,931 － △16,340
 

 

当事業年度(2026年３月31日)

 
ヘッジ会計
の方法

取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等
(千円)

契約額等のうち
１年超
(千円)

時価
(千円)

為替予約の振当処理

為替予約取引

外貨建予定取引

   

買建    

米ドル 306,000 － 12,549

合計 306,000 － 12,549
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(ストック・オプション等関係)

(譲渡制限付株式報酬)

１．譲渡制限付株式報酬に係る費用計上額及び科目名

 
前事業年度

(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当事業年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

販売費及び一般管理費 91,445 千円 82,772 千円

営業外費用の株式報酬費用 4,235 千円 － 千円
 

 
２．譲渡制限付株式報酬の内容、規模及びその変動状況

(1) 譲渡制限付株式報酬の内容

 
第３回

譲渡制限付株式報酬
第４回

譲渡制限付株式報酬
第５回

譲渡制限付株式報酬

付与対象者の区分及び人数

取締役４名
従業員10名
(監査等委員である取締役
を除く)

従業員１名

取締役５名
従業員３名
(監査等委員である取締役
を除く)

株式の種類別の付与された
株式数

普通株式　29,000株 普通株式　1,600株 普通株式　13,800株

付与日 2022年８月18日 2022年11月18日 2023年８月18日

譲渡制限期間
2022年８月18日から
2025年８月17日まで

2022年11月18日から
2025年11月17日まで

2023年８月18日から
2026年８月17日まで

譲渡制限の解除条件 (注)　１ (注)　２ (注)　３

付与日における公正な評価
単価

3,910円 4,195円 4,880円
 

 

 
第６回

 譲渡制限付株式報酬
第７回

譲渡制限付株式報酬

付与対象者の区分及び人数

取締役５名
従業員８名
(監査等委員である取締役
を除く)

取締役３名
従業員12名
(監査等委員である取締役
を除く)

株式の種類別の付与された
株式数

普通株式　14,050株 普通株式　12,900株

付与日 2024年８月16日 2025年８月15日

譲渡制限期間
2024年８月16日から
2027年８月15日まで

2025年８月15日から
2028年８月14日まで

譲渡制限の解除条件 (注)　４ (注)　５

付与日における公正な評価
単価

5,300円 3,675円
 

(注)　１．譲渡制限の解除条件は次の通りであります。

① 対象者が譲渡制限期間中、継続して、当社の取締役又は従業員のいずれかの地位にあったことを条件と

して、譲渡制限期間満了日において、本割当株式の全部につき、譲渡制限を解除する。ただし、対象

者が、譲渡制限期間中に任期満了、死亡その他当社取締役会が正当と認める理由により当社の取締役

又は従業員のいずれの地位も喪失した場合、当該喪失の直後の時点又は2023年7月1日の時点のいずれ

か遅い時点をもって、払込期日を含む月の翌月から当該喪失の日を含む月までの月数を36で除した数

に、本割当株式の数を乗じた数(ただし、計算の結果1株未満の端数が生ずる場合には、これを切り捨

てる。)の本割当株式につき、譲渡制限を解除する。

② 当社は、譲渡制限期間が満了した時点、又は、上記①に定める譲渡制限の解除時点において、譲渡制限

が解除されていない本割当株式を当然に無償で取得する。
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２．譲渡制限の解除条件は次の通りであります。

① 対象従業員が譲渡制限期間中、継続して、当社の取締役又は従業員のいずれかの地位にあったことを条

件として、譲渡制限期間満了日において、本割当株式の全部につき、譲渡制限を解除する。ただし、

対象従業員が、譲渡制限期間中に任期満了、死亡その他当社取締役会が正当と認める理由により当社

の取締役又は従業員のいずれの地位も喪失した場合、当該喪失の直後の時点又は2023年7月1日の時点

のいずれか遅い時点をもって、払込期日を含む月の翌月から当該喪失の日を含む月までの月数を36で

除した数に、本割当株式の数を乗じた数(ただし、計算の結果1株未満の端数が生ずる場合には、これ

を切り捨てる。)の本割当株式につき、譲渡制限を解除する。

② 当社は、譲渡制限期間が満了した時点、又は、上記①に定める譲渡制限の解除時点において、譲渡制限

が解除されていない本割当株式を当然に無償で取得する。

３．譲渡制限の解除条件は次の通りであります。

① 対象者が譲渡制限期間中、継続して、当社の取締役又は従業員のいずれかの地位にあったことを条件と

して、譲渡制限期間満了日において、本割当株式の全部につき、譲渡制限を解除する。ただし、対象者

が、譲渡制限期間中に任期満了、死亡その他当社取締役会が正当と認める理由により当社の取締役又は

従業員のいずれの地位も喪失した場合、当該喪失の直後の時点又は2024年7月1日の時点のいずれか遅い

時点をもって、払込期日を含む月の翌月から当該喪失の日を含む月までの月数を36で除した数に、本割

当株式の数を乗じた数(ただし、計算の結果1株未満の端数が生ずる場合には、これを切り捨てる。)の

本割当株式につき、譲渡制限を解除する。

② 当社は、譲渡制限期間が満了した時点、又は、上記①に定める譲渡制限の解除時点において、譲渡制限

が解除されていない本割当株式を当然に無償で取得する。

４．譲渡制限の解除条件は次の通りであります。

① 対象者が譲渡制限期間中、継続して、当社の取締役又は従業員のいずれかの地位にあったことを条件と

して、譲渡制限期間満了日において、本割当株式の全部につき、譲渡制限を解除する。ただし、対象者

が、譲渡制限期間中に任期満了、死亡その他当社取締役会が正当と認める理由により当社の取締役又は

従業員のいずれの地位も喪失した場合、当該喪失の直後の時点をもって、払込期日を含む月の翌月から

当該喪失の日を含む月までの月数を36で除した数に、本割当株式の数を乗じた数(ただし、計算の結果1

株未満の端数が生ずる場合には、これを切り捨てる。)の本割当株式につき、譲渡制限を解除する。

② 当社は、譲渡制限期間が満了した時点、又は、上記①に定める譲渡制限の解除時点において、譲渡制限

が解除されていない本割当株式を当然に無償で取得する。

５．譲渡制限の解除条件は次の通りであります。

① 対象者が譲渡制限期間中、継続して、当社の取締役又は従業員のいずれかの地位にあったことを条件と

して、譲渡制限期間満了日において、本割当株式の全部につき、譲渡制限を解除する。ただし、対象者

が、譲渡制限期間中に任期満了、死亡その他当社取締役会が正当と認める理由により当社の取締役又は

従業員のいずれの地位も喪失した場合、当該喪失の直後の時点をもって、払込期日を含む月の翌月から

当該喪失の日を含む月までの月数を36で除した数に、本割当株式の数を乗じた数(ただし、計算の結果1

株未満の端数が生ずる場合には、これを切り捨てる。)の本割当株式につき、譲渡制限を解除する。

② 当社は、譲渡制限期間が満了した時点、又は、上記①に定める譲渡制限の解除時点において、譲渡制限

が解除されていない本割当株式を当然に無償で取得する。
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(2) 譲渡制限付株式報酬の規模及びその変動状況

 
第３回

譲渡制限付株式報酬
第４回

譲渡制限付株式報酬
第５回

譲渡制限付株式報酬

譲渡制限解除前(株)    

　前事業年度末 18,100 1,600 10,500

　付与 － － －

　無償取得 190 223 2,723

　譲渡制限解除 17,910 1,377 4,277

　未解除残 － － 3,500
 

 
 

第６回
 譲渡制限付株式報酬

第７回
譲渡制限付株式報酬

譲渡制限解除前(株)   

　前事業年度末 13,550 －

　付与 － 12,900

　無償取得 5,725 －

　譲渡制限解除 2,025 －

　未解除残 5,800 12,900
 

 
３．譲渡制限付株式報酬の公正な評価単価の見積方法

譲渡制限付株式の付与に係る取締役会決議日の前営業日の東京証券取引所における当社の普通株式の終値として

おります。
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(税効果会計関係)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 

 
前事業年度

(2025年３月31日)
 

当事業年度
(2026年３月31日)

繰延税金資産      

研究開発費 113,734  136,754千円

株式給付引当金 15,658  27,876 

賞与引当金 15,989  18,283 

前受収益 5,979  16,052 

未払費用 2,466  13,537 

株式報酬費用 34,468  13,488 

未払事業税 14,114  9,161 

有価証券評価損 9,075  9,075 

前払費用 3,253  5,168 

差入保証金償却 3,261  3,120 

減価償却超過額 3,953  1,929 
繰延ヘッジ損益 5,003   －  

未払事業所税 1,095  1,246 

貸倒引当金 212  118 

繰延税金資産小計 228,268  255,812 

評価性引当額(注) △113,775  △130,482 

繰延税金資産合計 114,492  125,330 

      

繰延税金負債      

繰延ヘッジ損益 －  △3,955千円

信託損益勘定 △42  △42 

繰延税金負債の合計 △42  △3,998 

繰延税金資産の純額 114,449  121,331 
 

(注)　評価性引当額が16,707千円増加しております。この増加の主な内容は、研究開発費、未払費用についての評

価性引当額が増加したことに伴うものであります。

 
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ

た主要な項目別の内訳

 
 

前事業年度
(2025年３月31日)

 
当事業年度

(2026年３月31日)

法定実効税率 － ％  30.6 ％

(調整)      

交際費等永久に損金に算入されない項目 －   3.1  

住民税等均等割 －   0.5  

評価性引当額の増減 －   3.5  

租税特別措置法上の税額控除 －   △11.2  

その他 －   △0.5  

税効果会計適用後の法人税等の負担率 －   26.0  
 

(注)　前事業年度は、税引前当期純損失であるため注記を省略しております。
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(収益認識関係)

(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前事業年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

(単位：千円)

 

収益モデル

合計
リカーリング型 セリング型

固定料金 3,460,565 － 3,460,565

従量料金 646,484 － 646,484

その他 81,738 210,763 292,502

顧客との契約から生じる
収益

4,188,788 210,763 4,399,551
 

 
当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

(単位：千円)

 

収益モデル

合計
リカーリング型 セリング型

固定料金 3,699,729 － 3,699,729

従量料金 687,798 － 687,798

その他 100,289 260,129 360,418

顧客との契約から生じる
収益

4,487,817 260,129 4,747,946
 

 
(2) 収益を理解するための基礎となる情報

「重要な会計方針 ３．重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

なお、取引の対価は通常、履行義務を充足してからおおよそ1ヵ月以内に受領しており、重要な金融要素は含ま

れておりません。
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(3) 顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当事業年度末

において存在する顧客との契約から翌事業年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報

 
前事業年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

① 顧客との契約から生じた債権及び契約負債の残高等

契約負債は、主に「DX Suite」初期費用にかかる顧客からの前受金に関連するものであります。契約負債

は、収益の認識に伴い取り崩されます。

当事業年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は53,892千円でありま

す。

 
② 残存履行義務に配分した取引価格

当社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当初に予想される契

約期間が１年以内の契約について注記の対象に含めておりません。残存履行義務に配分した取引価格の総額及

び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりであります。

（単位：千円）

 前事業年度

１年以内 1,242

１年超２年以内 1,027

２年超３年以内 352

３年超 1,125

合計 3,748
 

 
当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

① 顧客との契約から生じた債権及び契約負債の残高等

契約負債は、主に「DX Suite」初期費用にかかる顧客からの前受金に関連するものであります。契約負債

は、収益の認識に伴い取り崩されます。

当事業年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は47,783千円でありま

す。

 
② 残存履行義務に配分した取引価格

当社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当初に予想される契

約期間が１年以内の契約について注記の対象に含めておりません。残存履行義務に配分した取引価格の総額及

び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりであります。

（単位：千円）

 当事業年度

１年以内 17,942

１年超２年以内 17,267

２年超３年以内 1,937

３年超 1,466

合計 38,613
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
【関連情報】

前事業年度(自　2024年４月１日　至　2025年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

   (単位：千円)

 リカーリング型 セリング型 合計

外部顧客への売上高 4,188,788 210,763 4,399,551
 

 
２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省略

しております。

 
３．主要な顧客ごとの情報

 (単位：千円)

顧客の氏名又は名称 売上高

株式会社ＮＴＴデータ 489,116
 

(注)　当社は、単一セグメントであるため、関連するセグメント名は記載を省略しております。

 
当事業年度(自　2025年４月１日　至　2026年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

   (単位：千円)

 リカーリング型 セリング型 合計

外部顧客への売上高 4,487,817 260,129 4,747,946
 

 
２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省略

しております。

 
３．主要な顧客ごとの情報

 (単位：千円)

顧客の氏名又は名称 売上高

株式会社ＮＴＴデータ 564,603
 

(注)　当社は、単一セグメントであるため、関連するセグメント名は記載を省略しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

 
【関連当事者情報】

１．関連当事者との取引

(１) 役員及び個人主要株主等

前事業年度(自　2024年４月１日　至　2025年３月31日)

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(百万円)

役員 渡久地 択 ― ―
当社代表取締
役社長CEO

(被所有）
47.2

―
金銭報酬債権の
現物出資(注)

15,900 ― ―

役員 岡田 和敏 ― ― 当社取締役
(被所有）
0.1

―
金銭報酬債権の
現物出資(注)

10,600 ― ―

役員 鈴木 協一郎 ― ― 当社取締役
(被所有）
0.2

―
金銭報酬債権の
現物出資(注)

10,600 ― ―

 

(注) 譲渡制限付株式報酬制度に基づく金銭報酬債権の現物出資であります。

 
当事業年度(自　2025年４月１日　至　2026年３月31日)

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(百万円)

役員 渡久地 択 ― ―
当社代表取締
役社長CEO

(被所有）
47.3

―
金銭報酬債権の
現物出資(注)

11,025 ― ―

 

(注) 譲渡制限付株式報酬制度に基づく金銭報酬債権の現物出資であります。
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(１株当たり情報)

 
 

前事業年度
(自　2024年４月１日
至　2025年３月31日)

当事業年度
(自　2025年４月１日
至　2026年３月31日)

１株当たり純資産額 1,145.26円 1,250.21円

１株当たり当期純利益金額又は
１株当たり当期純損失金額（△）

△125.76円 88.94円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 －円 －円
 

(注)１．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当た

り当期純損失金額であるため、記載しておりません。また、当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純

利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の

算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2024年４月１日
至　2025年３月31日)

当事業年度
(自　2025年４月１日
至　2026年３月31日)

１株当たり当期純利益金額又は
当期純損失金額（△）

  

 当期純利益又は当期純損失（△）(千円) △497,022 351,417

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る当期純利益又は
　当期純損失(△)(千円)

△497,022 351,417

  普通株式の期中平均株式数(株) 3,952,134 3,951,082

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

 当期純利益調整額(千円) － －

  普通株式増加数(株) 91 －

　（うち、新株予約権（株）） (91) －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
の概要

－ －

 

(注) 当社は、従業員向け株式給付信託制度を導入しております。当該制度に係わる信託が所有する当社株式は、財務

諸表において自己株式として計上しており、１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額及び潜在

株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており

ます。なお、１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上、控除した当該自己株式の期中

平均株式数は次のとおりであります。

・ 従業員向け株式給付信託

 前事業年度 28,900株
 当事業年度 28,600株

 

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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⑤ 【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却
累計額
(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産        

建物 46,498 248,297 40,547 254,248 17,729 14,956 236,519

工具、器具及び備品 269,732 112,768 49,546 332,954 204,123 57,064 128,831

レンタル資産 228,633 67,601 15,093 281,141 183,231 34,570 97,909

建設仮勘定 101,615 11,716 71,835 41,496 － － 41,496

有形固定資産計 646,479 440,384 177,022 909,841 405,084 106,591 504,756

無形固定資産        

ソフトウェア 499,367 13,069 － 512,437 408,496 98,528 103,940

ソフトウェア仮勘定 － 163,405 13,069 150,336 － － 150,336

無形固定資産計 499,367 176,475 13,069 662,773 408,496 98,528 254,276

 長期前払費用 270,110 160,616 270,110 160,616 － － 160,616
 

(注)１．「第５　経理の状況　１ 財務諸表等（1）財務諸表　注記事項（表示方法の変更）」に記載のとおり、当期

首残高について「有形固定資産」の「建物附属設備」に表示していた46,498千円は、「建物」46,498千円、

として組み替えて表示しております。

２．当期増加額のうち主なものは次のとおりであります。

建物 本社移転に伴う内部造作工事 248,297 千円

工具、器具及び備品 本社移転に伴う什器等の購入 61,643 千円

 データセンター用管理サーバーの購入 49,816 千円

レンタル資産 AI inside Cubeの取得 67,601 千円

ソフトウェア仮勘定 自社利用目的のソフトウェア 163,405 千円
 

 
【社債明細表】

該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率
(％)

返済期限

短期借入金 1,600,000 1,000,000 1.455 －

合計 1,600,000 1,000,000 － －
 

(注) 平均利率については、借入金等の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。
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【引当金明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 693 － 253 65 374

賞与引当金 45,804 50,882 45,804 － 50,882

株式給付引当金 43,577 35,073 1,071 － 77,578
 

(注) 貸倒引当金の「当期減少額（その他）」欄の金額は、一般債権の貸倒実績率による洗替額であります。

 
【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ＡＩ　ｉｎｓｉｄｅ株式会社(E35345)

有価証券報告書

81/91



 

(2) 【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

 

区分 金額(千円)

現金 78

預金  

普通預金 3,565,928

定期預金 1,200,000

小計 4,765,928

合計 4,766,006
 

 

②　売掛金

相手先別内訳

 

相手先 金額(千円)

株式会社ＮＴＴデータ 75,929

東日本電信電話株式会社 41,192

トランスコスモス株式会社 35,277

富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 33,297

ダイワボウ情報システム株式会社 30,306

リコージャパン株式会社 17,775

ヒューマンリソシア株式会社 13,418

西日本電信電話株式会社 11,683

大日本印刷株式会社 10,295

株式会社ＪＳＯＬ 9,380

その他 278,621

合計 557,176
 

 

売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

 

当期首残高
(千円)
(A)

当期発生高
(千円)
(B)

当期回収高
(千円)
(C)

貸倒損失高
(千円)
(D)

当期末残高
(千円)
(E)

回収率(％)
 

(C)
×100

(A)＋(B)
 

滞留期間(日)
 (A)＋(E)  
 ２  
 (B)  
 365  
 

569,631 5,268,081 5,280,207 330 557,176 90.4 39
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③　前払費用

相手先別内訳

 

相手先 金額(千円)

サークレイス株式会社 104,054

Amazon Web Services 54,705

INSIGHT LAB株式会社 44,957

株式報酬費用 27,946

株式会社セールスフォース・ジャパン 11,164

森ビル株式会社 10,350

株式会社ネクストセット 6,529

コミューン株式会社 6,142

ユーソナー株式会社 4,903

株式会社シェアードリサーチ 3,850

その他 33,210

合計 307,816
 

 

④　未払金

相手先別内訳

 

相手先 金額(千円)

KDDIアイレット株式会社 93,834

Amazon Web Services 43,384

株式会社セールスフォース・ジャパン 24,590

株式会社ソデック 15,691

株式会社NTTデータ九州 13,239

株式会社スタッフサービス 6,646

株式会社ＨＥＲＰ 5,917

株式会社うるるBPO 5,299

その他 127,861

合計 336,465
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(3) 【その他】

当事業年度における半期情報等

(累計期間)
第１四半期
累計期間

中間会計期間
第３四半期
累計期間

当事業年度

売上高 (千円) 1,133,472 2,318,614 3,523,127 4,747,946

税引前
中間(四半期)純利益

(千円) 96,725 220,234 303,517 475,129

中間(四半期)純利益 (千円) 75,271 161,372 191,232 351,417

１株当たり
中間(四半期)純利益

(円) 19.06 40.87 48.41 88.94
 

 

(会計期間)
第１四半期
 会計期間

第２四半期
 会計期間

第３四半期
会計期間

第４四半期
会計期間

１株当たり
四半期純利益

(円) 19.06 21.81 7.55 40.51
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 毎事業年度末日の翌日から３ヶ月以内

基準日 毎年３月31日

剰余金の配当の基準日
毎年９月30日
毎事業年度末日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　三井住友信託銀行株式会社

取次所 －

買取手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として別途定める金額

公告掲載方法
電子公告とする。ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載して行う。
https://inside.ai/

株主に対する特典 該当事項はありません。
 

(注)　当会社の単元未満株主は、次に掲げる権利以外の権利を行使することができない旨を定款に定めております。

・会社法第189条第2項各号に掲げる権利

・会社法第166条第1項に規定する請求をする権利

・株主の有する株式数に応じて募集株式の割当て及び募集新株予約権の割当てを受ける権利
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 
(1) 有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度 第10期（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日） 2025年６月26日関東財務局長に提出。

 

(2) 内部統制報告書及びその添付書類

2025年６月26日関東財務局長に提出。

 

(3) 半期報告書及び確認書

第11期中（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日） 2025年11月13日関東財務局長に提出。

 
(4) 臨時報告書

2025年５月13日関東財務局長に提出。

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号（財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に

著しい影響を与える事象）の規定に基づく臨時報告書であります。

 
2025年６月30日関東財務局長に提出。

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）の規定に基

づく臨時報告書であります。

 

EDINET提出書類

ＡＩ　ｉｎｓｉｄｅ株式会社(E35345)

有価証券報告書

86/91



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書
 

 

 

2026年６月25日

ＡＩ　ｉｎｓｉｄｅ株式会社
 

取　締　役　会　　　御　中
 

 
有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

 

東　　京　　事　　務　　所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  池　　田　　　　　徹  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  中　　川　　満　　美  

 

 

＜財務諸表監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるＡＩ　ｉｎｓｉｄｅ株式会社の2025年4月1日から2026年3月31日までの第11期事業年度の財務諸表、すなわち、貸

借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附

属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、Ａ

Ｉ　ｉｎｓｉｄｅ株式会社の2026年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 
監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準にお

ける当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国におけ

る職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社か

ら独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎とな

る十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
監査上の主要な検討事項

監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要であ

ると判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成に

おいて対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。
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月額従量報酬に係る収益認識

監査上の主要な検討事項の
内容及び決定理由

監査上の対応

【注記事項】（収益認識関係）に記載のとおり、当事
業年度の損益計算書に計上されている売上高4,747,946
千円のうち、リカーリング型の売上高は4,487,817千円
であり、全体の94.5%を占める。リカーリング型の売上
高は、主に会社が提供するAI-OCRサービス「DX Suite」
クラウド版に係る月額固定報酬と顧客にて帳票をデータ
化するリクエスト数（読取り回数）を基に算出される月
額従量報酬から構成される。そのうち、月額従量報酬
は、月額固定報酬に含まれるリクエスト数枠を超過する
リクエスト数について1リクエスト当たりの単価を乗じ
て計算される。
AI-OCRサービス「DX Suite」の主要な機能である
「Intelligent OCR」は、AI-OCRシステムにより、手書
き文字認識技術をベースに「定型帳票」を読み取り、
データ化するサービスを提供しており、AI-OCRシステム
で集計されたリクエスト数データと、契約に基づく料金
プランをもとに、月額従量報酬を計算し顧客に請求して
いる。
リクエスト数の集計に係る主要なプロセスはITシステ
ムに依拠しており、月額従量報酬の計算は表計算ソフト
等を利用している。
当監査法人は、会社の主力サービスである上記AI-OCR
サービス「DX Suite」クラウド版に係る売上高は、財務
諸表の利用者が着目する重要な項目と判断されることか
ら、当該売上高の金額のうち、月額従量報酬の課金計算
の正確性と関連するITシステムが適切に整備され且つ運
用されることが重要であると判断したため、当該事項を
監査上の主要な検討事項に該当するものと判断した。
 

左記の監査上の主要な検討事項に対して、当監査法人
は「DX Suite」クラウド版に係る月額従量報酬の課金計
算の正確性について、主として以下の監査手続を実施し
た。
（1）リクエスト数について、監査法人内のITの専門家
を利用して、以下の監査手続を実施した。
・ AI-OCRシステムにかかるアクセス管理、システム
変更管理、システム運用管理等のIT全般統制につ
いて、各コントロールの整備状況を評価するとと
もにサンプリングにより運用状況を評価した。

・ AI-OCRシステムにおいて、読取対象の帳票を自動
仕分けし、文字の読取を行い、実際に処理したリ
クエスト数を集計するまでの一連のシステム処理
が有効に機能していることを検証するために、リ
クエストの種類に応じたサンプル帳票を利用し実
機上でシステムの処理状況を観察するとともに、
リクエスト数が正確にカウントされていることを
テストデータ法により検証した。

（2）会社の課金計算の正確性を検証するため、会社が
当期売上として計上した月額従量報酬を母集団として抽
出したサンプルについて、会社が表計算ソフト等により
計算した結果が、監査人による再計算結果と一致するこ
とを検証した。
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その他の記載内容

その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報告書以外の情報である。経

営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の

報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記

載内容に対して意見を表明するものではない。

財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容

と財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよ

うな重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報

告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 
財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうか

を評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の

意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家

としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査

手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分

かつ適切な監査証拠を入手する。

・　財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評

価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理

性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基

づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかど

うか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸

表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監

査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している

かどうかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取

引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重

要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場

合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

監査人は、監査等委員会と協議した事項のうち、当事業年度の財務諸表の監査で特に重要であると判断した事項を

監査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止され

ている場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回

ると合理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。
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＜内部統制監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第2項の規定に基づく監査証明を行うため、ＡＩ　ｉｎｓｉｄｅ株式会社

の2026年3月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

当監査法人は、ＡＩ　ｉｎｓｉｄｅ株式会社が2026年3月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示し

た上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準

拠して、財務報告に係る内部統制の評価結果について、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 
監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部

統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準における当監査法人の責任は、「内部統制監査における監

査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体

の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理

上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。

 
内部統制報告書に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報

告に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

監査等委員会の責任は、財務報告に係る内部統制の整備及び運用状況を監視、検証することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性が

ある。

 
内部統制監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した内部統制監査に基づいて、内部統制報告書に重要な虚偽表示がないかどうかに

ついて合理的な保証を得て、内部統制監査報告書において独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明するこ

とにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に従って、監査の過

程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するための監査手続を実

施する。内部統制監査の監査手続は、監査人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に基づいて

選択及び適用される。

・　財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果について経営者が行った記載を含め、全体として

の内部統制報告書の表示を検討する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果に関する十分かつ適切な監査証拠を入手するため

に、内部統制の監査を計画し実施する。監査人は、内部統制報告書の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して

責任がある。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した内部統制監査の範囲とその実施時期、内部統制監査の実施結果、識別

した内部統制の開示すべき重要な不備、その是正結果、及び内部統制の監査の基準で求められているその他の事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場

合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
＜報酬関連情報＞

当監査法人及び当監査法人と同一のネットワークに属する者に対する、会社の監査証明業務に基づく報酬及び非監

査業務に基づく報酬の額は、「提出会社の状況」に含まれるコーポレート・ガバナンスの状況等(3)【監査の状況】に

記載されている。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

 
 

(注) １．上記の監査報告書の原本は当社（有価証券報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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